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①「
地
域
の
課
題
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
に
な
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印
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仕
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け
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域
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戦
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【
例
会
運
営
委
員
会
】組
合
員
例
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ミ
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ー

ホームページに掲示板 「プリオのひろば」 開設！

http://osaka-pia.or.jp/

必
要
な
情
報
を
必
要
な
人
に

【
新
年
の
ご
挨
拶
】
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
平
素
は
、組
合
活
動
で
お
世
話
に

な
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、新
し
い
年
を
迎
え
、印
刷
業

界
を
取
り
巻
く
環
境
も
、部
分
的
に

は
回
復
の
兆
し
が
あ
る
も
の
の
、企
業

間
の
優
勝
劣
敗
が
さ
ら
に
進
み
、変

化
で
き
な
い
企
業
に
と
って
は
厳
し
い

状
況
が
今
年
も
続
く
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
そ
ん
な
な
か
、大
印
工
組
で
は
一
昨

年
よ
り「
存
在
価
値
を
高
め
る
た
め

の
変
化
を
支
援
す
る
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、組
合
員
各
社
の
市
場
に
お
け
る
存

在
価
値
を
高
め
る
た
め
の
変
化
を
支

援
す
る
事
業
運
営
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
し
か
し
、最
近
で
は
組
合
の
事
業
も

多
岐
に
わ
た
り
、役
員
で
さ
え
把
握
し

き
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
が
現
状
で

す
。そ
う
い
う
状
況
で
は
せ
っ
か
く
い

い
こ
と
を
やって
い
て
も
、皆
さ
ま
に
理

解
し
て
も
ら
え
ず
、結
果
、皆
さ
ま
に

とって
の
メ
リ
ッ
ト
に
は
な
ら
な
い
わ
け

で
す
。

　
多
く
の
情
報
を
分
か
り
や
す
く
整

理
し
、必
要
な
情
報
を
必
要
な
人
に

届
け
る
。こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、役
員
が
事
業
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、い
か
に
大
印
工
組
と
皆
さ
ま
と

の
接
点
を
多
く
作
れ
る
か
に
か
かって

い
ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で
、特
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
の
が
一
昨
年
よ
り

実
施
し
て
お
り
ま
す
組
合
員
例
会
で

す
。今
年
は
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、

皆
さ
ま
と
の
接
点
強
化
の
場
、あ
る
い

は
業
界
の
交
流
の
場
と
し
て
引
き
続

き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
う
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
、大
印

工
組
と
し
て
も
少
し
で
も
皆
さ
ま
の

お
役
に
立
つ
事
業
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、今
年
も
ぜ
ひ
と
も
各

事
業
に
ご
参
画
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、こ
の
新
し
い
年
が
皆
さ
ま

に
とって
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

1

必
要
な
情
報
を

必
要
な
人
に大

阪
府
印
刷
工
業
組
合

理
事
長 

作
道 

孝
行

今月号の表紙

今月号の用紙

大阪のワザ！「大阪の伝統工芸品」シリーズ（10）

「深江の菅細工」
え く す　げ ざ　い ふ　か 

主な産地：大阪市
主な製品：菅笠、円座、釡敷、煎茶敷、色紙掛 など

大阪市の無形文化財でもある「深江の菅細工」。
約2000年前、深江地区に自生する良質の菅草を
使って菅笠などを作ったのが始まりとのこと。
その伝統技術は深江菅細工保存会によって継承され、
今でも天皇即位後の大嘗祭や伊勢神宮の式年遷宮
などに、深江の菅笠が献納されています。
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【新年のご挨拶】

全日本印刷工業組合連合会
会 長  臼田 真人

各種事業を効率的に
融合・連関させながら推進

大阪青年印刷人協議会
議長  山本 素之

「Print Next 2018」を
大青協16-17の集大成に！！

　明けましておめでとうございます。
　平素は大阪青年印刷人協議会に対しまして、格
別のご支援とご協力を賜りありがとうございます。
　≪自社の魅力を最大限アピールできるようにな
る≫を今期のテーマに掲げ、多くの議員の会社に
出向き、会社をアピールしてもらいました。いつもの
定例会では見えない顔が見えたりし、有意義な活
動だったと思います。そして、定例会や懇親会の会
場設営まですることで、ただ参加する大青協定例
会から、気持ちが変わった議員も多いのではないで
しょうか？
　そして、今年は「Print Next 2018」が大阪で
開催されます。今期の大青協の集大成として、全
議員が結束し準備に励んでまいりました。
　「Print Next 2018」の開催テーマは「強い会社
になる為に、そして企業を永く継続する為に。～強
い会社とはなにか見い出し、次世代に自社が魅力
的な会社と思わせてやる！～」です。この100人
100通りの答えがあると思える大きなテーマにつ
いて、答えを導きたいと思います。
　これから私達は、それぞれの立場を越えて、多く
の人と出会い、多くのことに取り組みを図ることで
今の自分や会社にとって想像以上の学びを深め
ることができると思います。
　結びにあたりまして、本年も皆さま方にとって希
望に満ち溢れた素晴らしい一年になりますよう、心
からお祈り申し上げまして、年頭のご挨拶とさせて
いただきます。

近畿地区印刷協議会
会 長  中西 隆太郎

有益情報の提供に
向けて努力

　明けましておめでとうございます。
　旧年中は近畿地区印刷協議会の運営にあた
り、格別のご理解とご支援をいただきましたこと、あ
りがたく厚くお礼申し上げます。
　さて、昨年の全印工連は、事業者団体の活動と
して大きな成果を上げることができました。官公需
取り引きにおける著作権の適切な取り扱いについ
ての要望が国に受け入れられ、「平成29年度中
小企業者に関する国等の契約の基本方針（以下 
基本方針）」の中に、「知的財産権の財産的価値
について十分留意した契約内容とするように努める
ものとする」という言葉が追記されたのです。加え
て、自由民主党中小印刷産業振興議員連盟を通
して行った官公需に関する残る3つの要望（資材
値上げの価格転嫁を確実に履行すること、地域の
中小企業・小規模事業者等の積極的活用、低価
格競争防止策の導入）についても「基本方針」また
はその解説の中に反映されました。
　これからは改訂された「基本方針」の実効性を
高めるための活動が必要とされます。全印工連で
は、組合員向けの分かりやすい解説書を作成する
とともに、解説書をもとにした講演会や説明会の開
催を支援するなど、組合員各位への「基本方針」
の周知・啓発に一層注力いたします。近畿地区印
刷協議会では、今後も全印工連の官公需対策を
注視し、組合員の皆さまへの有益な情報提供に努
めてまいる所存です。
　結びにあたりまして、本年も皆さまにとって明るく
充実した年になりますことを祈念し、年頭のご挨拶
とさせていただきます。

大阪府中小企業団体中央会
会長  尾池 良行

生産性向上の底上げを
全力で支援

　明けましておめでとうございます。
　平成３０年の新春を迎えるにあたり、中小企業関係
者の皆さまに謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　わが国経済は、輸出の回復や公共投資の増加
などにより、緩やかな回復基調にありますが、多くの
中小企業は、その実感を得られないまま、深刻な人
手不足や生産性の向上など、数多くの経営課題を
抱え、対応に苦慮しています。
　このようななか、中小企業が我が国経済の好循
環の実現に寄与するためには、自らの事業環境の
変化に対応し、生産性の向上と収益力の強化を
図り経営基盤を強化するとともに、中小企業組合
をはじめとする連携組織のネットワ―クを活用して
積極的に事業展開していくことが重要であります。
　本会は、平成２３年度から大阪府の補助金が全
廃され、厳しい財政状況が続いておりますが、共済
事業収入等の自主財源の確保に努めながら、連
携組織を通じて中小企業の生産性向上の底上げ
と本業の稼ぐ力の強化に向け、きめ細かな支援活
動を実施してまいりたいと存じます。
　具体的には、組合のビジョン・事業計画づくりや
事業活性化、課題解決のための教育情報事業等
への支援、組合運営上の相談やセミナーの実施に
取り組むとともに、『ものづくり補助事業』の地域事
務局として、採択企業の補助事業の本格化に向
けた販路開拓等フォローアップ事業にも全力で支
援してまいります。
　皆さまにおかれましては、新年にあたり決意を
新たにされ、我が国経済社会の発展と中小企業
の振興のため、ご精進いただくことをご期待申し上
げます。
　結びにあたりまして、本年が皆さまにとりまして
大きな飛躍の年となりますよう、心からお祈り申し
上げまして、年頭のご挨拶といたします。

　明けましておめでとうございます。
　旧年中は当連合会に格別のご支援、ご協力を賜り、
厚くお礼申し上げます。
　昨年、10月に開催いたしました「全印工連フォーラ
ム」には、全国から300名を超える方 に々ご参集いた
だき、全印工連事業をより一層ご理解賜り、あわせて
組合員の団結と協調を再確認することができました。
これもひとえに皆さまのご理解とご協力の賜物と深く
感謝申し上げます。
　また、全印工連が全印政連とともにかねてより提言
を続けてまいりました官公需における知的財産権の
適切な取り扱いについて、「平成29年度中小企業者
に関する国等の契約の基本方針」に『知的財産権の
財産的価値について十分留意した契約内容とするよ
うに努めるものとする』と盛り込まれたことは、多年に
わたる活動の大きな成果であり、課題解決に向け大
きな一歩を踏み出すことができました。1社では解決
できない課題を前進させることが業界団体の責務で
あり、全印工連の存在価値をより高めることができた
のではないかと自負しており、今後はその実効性を高
める活動に注力してまいります。
　さて、昨年の日本経済は拡大が続いているとの報
道がありましたが、中小印刷業界は依然として景気回
復の実感が伴わない不透明感の残る年となりました。
このような中、全印工連は委員会を中心に個企業単
独では取り組むことが難しい課題解決に努めてまいり
ました。環境が大きく変化する中で、本年も組合員の
皆さまに役立つ組合、価値ある組合を目指し、各種事
業を効果的に融合・連関させながら推進いたします。
　社会の期待に応えていくことが産業の使命であり、
これを「志」として全国の組合員企業と共に、自信を
持ってさらなる一歩を踏み出す年にしたいと考えてお
ります。皆さまには一層のご指導・ご鞭撻を賜りますよ
うお願い申し上げます。
　2018年が皆さまにとって明るく希望に満ちた素晴
らしい一年となりますよう心から祈念いたしまして、年
頭のご挨拶といたします。



4PRI・O  2018.15 PRI・O  2018.1

　

大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
の
平
成
29
年

度
第
3
回
組
合
員
例
会
お
よ
び
Ｍ
Ｕ
Ｄ

グ
ラ
ン
プ
リ
表
彰
式
が
、11
月
21
日（
火
）

午
後
5
時
よ
り
、都
島
区
の
太
閤
園
別

館「
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ル
」に
て
、参
加
者
86

名
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

◆
第
1
部 

委
員
会
報
告

　
組
合
員
例
会
は
第
1
部
と
し
て
、例
会

運
営
委
員
会
満
谷
幹
事
の
司
会
に
よ
り

開
会
の
宣
誓
が
あ
っ
た
。続
い
て
参
加
者

に
よ
る
国
歌
斉
唱
。池
下
委
員
が
登
壇

し
、組
合
員
全
員
で『
印
刷
産
業
人
綱
領
』

を
唱
和
し
た
。そ
の
後
、作
道
理
事
長
の

挨
拶
が
あ
り
、「
今
回
の
例
会
は
、C
S
R

の
観
点
か
ら
地
域
活
性
化
と
M
U
D
に

焦
点
を
当
て
て
い
る
。C
S
R
を
お
ろ
そ

か
に
し
て
い
る
企
業
は
、大
企
業
で
あ
って

も
社
会
的
制
裁
を
受
け
て
い
る
。自
社
の

利
益
ば
か
り
考
え
る
の
で
は
な
く
、常
に

会
社
の
役
割
、在
り
方
を
考
え
て
企
業
活

動
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
」と
の
話
が
あっ
た
。

　
次
に
、各
委
員
会
よ
り
報
告
が
あっ
た
。

・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会（
山
本
委
員
長
）

　
第
3
回
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内

・経
営
合
理
化
委
員
会（
石
川
委
員
長
）

　
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
制
度
活
用

　
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内

・組
織
サ
ー
ビ
ス
委
員
会（
山
崎
委
員
長
）

　Adobe

特
別
ラ
イ
セ
ン
ス
につい
て
の
説
明

・広
報
特
別
委
員
会（
木
原
委
員
長
）

　
P
R
I・O
記
事
の
協
力
依
頼
、女
性
交

　
流
会
の
報
告

・大
阪
青
年
印
刷
人
協
議
会（
白
石
副
議
長
）

　PRIN
T N
EXT 2018

の
案
内

　

続
い
て
、M
U
D
グ
ラ
ン
プ
リ
表
彰
式

が
あ
っ
た
。

M
U
D
グ
ラ
ン
プ
リ
表
彰
式

　

平
成
29
年
11
月
21
日
、午
後
5
時
40

分
よ
り
太
閤
園
別
館「
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー

ル
」で
大
印
工
組
第
8
回
M
U
D
グ
ラ
ン

プ
リ
表
彰
式
が
行
わ
れ
、６
名
の
方
が
表

彰
を
受
け
た
。各
賞・所
属・氏
名・作
品

名
は
詳
細
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

来
賓
と
し
て
大
阪
府
商
工
労
働
部
中

小
企
業
支
援
室
商
業・サ
ー
ビ
ス
産
業

課
課
長
補
佐
石
橋
厚
利
様
、大
阪
市
経

済
戦
略
局
産
業
振
興
部
産
業
振
興
課

例会レポート

主催：例会運営委員会
開催：平成29年11月21日（火） 午後5時～  太閤園別館「ガーデンホール」

課
長
岩
神
誠
様
、大
阪
商
工
会
議
所
経

済
産
業
部
経
済
担
当
課
長
田
中
孝
治

様
に
ご
出
席
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

冒
頭
、作
道
孝
行
理
事
長
よ
り
、「
印

刷
物
を
見
や
す
く
す
る
こ
と
は
、C
S
R

の
観
点
か
ら
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
が
、

な
か
な
か
広
が
り
を
見
せ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。M
U
D
を
き
っ
ち
り
理
解

し
て
、ユ
ー
ザ
ー
に
そ
の
必
要
性
を
啓
蒙

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。本
日
受

賞
さ
れ
た
方
は
、益
々
ス
キ
ル
を
磨
い
て
そ

の
担
い
手
に
な
って
く
だ
さ
い
。本
日
は
受

賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
い
う
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
。

　
次
に
、審
査
委
員
長
で
あ
る
金
沢
美
術

工
芸
大
学
寺
井
剛
敏
教
授
は
今
回
先
約

が
あ
り
欠
席
さ
れ
た
た
め
、N
P
O
法
人

メ
デ
ィ
ア・ユニ
バ
ー
サ
ル・デ
ザ
イ
ン
協
会

浦
久
保
康
裕
理
事
長
が
審
査
委
員
長
講

評
を
代
読
さ
れ
た
。

　
講
評
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

　
『
第
８
回
を
迎
え
た
今
回
も
、全
体
の

レ
ベ
ル
が
以
前
よ
り
も
向
上
し
て
い
る
こ

と
は
審
査
員
一
同
嬉
し
く
感
じ
て
い
る
。

全
日
本
印
刷
工
業
組
合
連
合
会
主
催
の

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョン
で
も
最
高
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、応
募
さ
れ
た
作
品
の
レ
ベ
ル
は

担
保
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、第
６
回
に
入
賞
し
た
作
品
が

「
避
難
所
設
営
シ
ー
ル
セ
ッ
ト
」と
し
て
商

品
化
さ
れ
た
こ
と
は
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を

運
営
す
る
関
係
者
と
し
て
と
て
も
嬉
し
い

ニュ
ー
ス
と
な
っ
た
。

組合員例会MUD表彰式・記念撮影

　

学
生
の
作
品
も
1
次
審
査
か
ら
高
い

評
価
を
受
け
健
闘
が
目
立
っ
た
。北
朝
鮮

の
ミ
サ
イ
ル
へ
の
危
機
回
避
、ヒ
ア
リ
へ
の

対
策
、海・川
に
つ
い
て
の
安
全
へ
の
配
慮

な
ど
、世
の
中
に
影
響
を
与
え
た
事
件
な

ど
を
題
材
に
し
た
応
募
も
あ
っ
た
。

　

自
ら
の
視
点
を
普
通
に
保
ち
そ
の
な

か
か
ら
見
つ
け
る
新
し
い
発
見
、ま
だ
提

案
さ
れ
て
い
な
い
分
野
や
可
能
性
に
今
後

も
期
待
し
た
い
。

　

作
品
募
集
に
つ
い
て
は
分
野
別
や
テ
ー

マ
設
定
な
ど
、審
査
委
員
の
方
々
と
協
議

し
次
年
度
か
ら
の
応
募
に
つ
い
て
改
善
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

 

最
後
に
、各
種
学
校
に
お
い
て
演
習
で
の

取
り
組
み
や
、企
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な

ど
、事
前
告
知
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た

関
係
者
の
熱
意
あ
る
対
応
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、次
年
度
へ
向
け
て
も
応
募
数

の
増
加
を
、今
後
も
継
続
し
て
対
応
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
』。

　
　

　
こ
の
あ
と
各
賞
の
表
彰
へ
と
移
っ
た
。

　
そ
の
後
、受
賞
者
と
主
催
者
一
同
が
記

念
撮
影
を
行
い
、最
後
に
山
本
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
委
員
長
よ
り
、審
査
委
員
長
講
評
で

も
紹
介
が
あ
っ
た「
避
難
所
設
営
シ
ー
ル

セ
ッ
ト
」が
披
露
さ
れ
商
品
説
明
が
あ
り
、

今
後
も
作
品
の
商
品
化
を
期
待
し
た
い

と
述
べ
ら
れ
、閉
会
の
挨
拶
と
な
っ
た
。　

（
報
告
／
例
会
運
営
委
員
会
長
野
陽
一

マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
委
員
会
委
員
長
山
本
順
也
）

平成29年度 第3回 組合員例会（第1部）

組合員例会において
MUDグランプリ表彰式（第1部）と
例会セミナー（第2部）を開催

避難所かんたん受付セット

水の事故防止教室

オフィス防災ハンドブック

遊びながら学ぶ！
テーブルマナーかるた

メディア・ユニバーサル
デザイン緊急避難標識

手紙の書き方book木村　佳苑

船崎　康平

白川　　舞

阿部　正和

安藤　綾音

坂本　綾香大阪シーリング印刷㈱

大阪市立デザイン
教育研究所

大阪市立デザイン
教育研究所

大阪シーリング印刷㈱

バンタンデザイン研究所
キャリアカレッジ大阪校

㈱一心社

一般

学生

一般

学生

一般

作品名出席者名企業・学校名部

大阪府知事賞

大阪市長賞

大阪府印刷工業組合賞

学生

審査員特別賞

大阪商工会議所会頭賞

賞区分

　大印工組主催の第8回MUDコンペティ
ションの審査会が10月21日（土）午後2時より
大阪印刷会館にて行われた。全44点（一般・
学生）の応募作品が会場に展示され、金沢美
術工芸大学教授 寺井剛敏審査委員長はじ
め7名の審査員が厳正に審査し投票を行い、
一次審査、二次審査を経て右記の6作品が
入賞決定した。

第8回 メディア・ユニバーサルデザインコンペティション
ＭＵＤグランプリ 【入賞者】

大阪府知事賞
（大阪シーリング印刷㈱）

大阪府印刷工業組合賞
（大阪シーリング印刷㈱）

審査員特別賞（右）
（大阪市立デザイン教育研究所）

審査員特別賞（中央）
（バンタンデザイン研究所）

大阪市長賞
（大阪市立デザイン教育研究所）

大阪商工会議所会頭賞
（㈱一心社）
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◆
第
2
部 

例
会
セ
ミ
ナ
ー

　
第
2
部
の
例
会
セ
ミ
ナ
ー
は
、午
後
6

時
20
分
よ
り
ス
タ
ー
ト
。ま
ず
、浦
久
保

副
理
事
長
か
ら
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
趣

旨
説
明
が
あ
り
、セ
ミ
ナ
ー
へ
と
移
っ
た
。

①『
地
域
の
課
題
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
に

な
る
』と
題
し
、阪
南
大
学
国
際
観
光
学

部
松
村
嘉
久
教
授
に
よ
る
話
が
あ
っ
た
。

　「
今
ま
で
、日
本
の
中
小
企
業
は
国
内

市
場
向
け
に
商
売
し
て
き
た
。大
企
業
だ

け
が
、海
外
に
物
を
売
って
き
た
。日
本
の

人
口
は
必
然
的
に
減
少
す
る
。西
成
の
あ

い
り
ん
地
区
は
、統
計
的
に
は
30
年
後
、

人
口
が
ゼ
ロ
に
な
る
。労
働
力
の
不
足
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
外
国
人
を
入
れ
る
し
か

な
い
と
以
前
よ
り
考
え
て
い
た
。2
0
0 

5
年
か
ら
あ
い
り
ん
地
区
の
再
生
を
し
よ

う
と
活
動
を
始
め
た
が
、西
成
の
ホ
テ
ル

は
そ
の
当
時
ガ
ラ
ガ
ラ
で
あ
っ
た
。日
本

人
に
とって
西
成
は
、治
安
が
悪
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て
も

ら
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
外
国
人
で
、若
い
バッ

ク
パッ
カ
ー
に
絞
っ
た
。ホ
テ
ル
案
内
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
バ
ン
コ
ク
や
ソ
ウ
ル
に
旅
行

し
た
学
生
が
泊
ま
っ
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に

置
い
て
も
ら
っ
た
。安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
で

は
リ
ピ
ー
ト
客
が
な
く
な
る
の
で
、あ
る

程
度
満
足
し
て
も
ら
え
る
13
の
ホ
テ
ル
を

選
ん
だ
。案
内
所
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学

生
が
運
営
し
た
。と
い
う
の
も
行
政
が
関

わ
っ
た
案
内
所
は
、そ
の
周
辺
の
案
内
し

か
で
き
な
い
。ま
た
、西
成
の
ホ
テ
ル
周
辺

の
食
べ
歩
き
マッ
プ
を
作
ろ
う
と
し
た
が
、

行
政
が
入
る
と
非
常
に
や
り
に
く
い
。他

区
の
案
内
が
で
き
な
い
。そ
こ
で
、自
分
た

ち
で
好
き
な
よ
う
に
マ
ッ
プ
を
作
る
こ
と

に
し
た
。印
刷
会
社
が
入
っ
て
く
る
こ
と

で
、こ
ち
ら
の
意
図
す
る
こ
と
を
す
ぐ
に

解
って
く
れ
、ス
ム
ー
ズ
に
作
る
こ
と
が
で

き
た
。想
い
を
可
視
化
さ
せ
る
技
術
は
学

生
に
は
な
い
。し
た
が
って
、印
刷
会
社
が

活
躍
で
き
る
と
こ
ろ
は
ま
だ
ま
だ
残
っ
て

い
る
と
考
え
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に
向
け
て
需
要
を

開
拓
し
て
い
く
の
は
大
事
だ
し
、ま
だ
ま

だ
印
刷
需
要
は
あ
る
」。

②『
印
刷
が
仕
掛
け
る
地
域
連
携
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
〜
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
す
新

た
な
展
開
〜
』と
題
し
、秋
田
印
刷
製
本

株
式
会
社
の
大
門
一
平
社
長
に
よ
る
話

が
あ
っ
た
。

　「
平
成
18
年
に
市
町
村
合
併
が
あ
り
、

秋
田
県
で
は
69
か
ら
25
市
区
町
村
に
減
っ

た
。税
金
の
納
付
書
の
仕
事
が
激
減
し

た
。そ
う
いっ
た
状
況
の
な
か
、農
家
よ
り

お
米
を
売
っ
て
欲
し
い
と
い
う
依
頼
が

あ
っ
た
。お
米
を
パッ
ケ
ー
ジ
で
売
っ
て
付

加
価
値
を
付
け
て
販
売
し
よ
う
と
考
え
、

そ
れ
を
実
行
し
た
。た
だ
、お
米
だ
け
で

は
、利
益
が
出
な
い
の
で
、パッ
ケ
ー
ジ
販

売
で
売
る
だ
け
で
な
く
、も
っ
と
付
加
価

値
を
付
け
た
い
と
考
え
た
。

　
印
刷
会
社
に
し
か
勤
め
た
こ
と
の
な
い

社
員
は
、米
を
売
る
こ
と
に
否
定
的
だ
っ

た
。中
途
採
用
し
た
社
員
が
中
心
と
な
っ

て
、米
粉
を
売
る
こ
と
を
考
え
た
。そ
の

米
粉
を
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
に
し
て
も
ら
っ
て

販
売
す
る
よ
う
に
し
た
。現
在
、お
菓
子

屋
さ
ん
2
件
と
契
約
し
て
い
る
。シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
や
焼
き
菓
子
も
作
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
。こ
れ
ら
を
販
売
す
る
に
あ
た
って
の

チ
ラ
シ
も
作
って
い
る
が
、今
ま
で
の
チ
ラ

シ
は
他
社
と
の
価
格
競
争
だ
っ
た
。し
か

し
、自
分
た
ち
で
お
菓
子
を
売
る
際
の
チ

ラ
シ
原
価
は
、販
売
価
格
に
入
れ
て
い
る

の
で
、価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と

は
な
い
。色
々
リ
サ
ー
チ
し
て
、女
性
社
員

を
中
心
に
据
え
て
、カ
フ
ェ
も
作
っ
た
。米

粉
で
作
っ
た
ケ
ー
キ
な
ど
を
食
べ
る
こ
と

が
で
き
、コ
ー
ヒ
ー
も
飲
め
る
カ
フ
ェで
あ

る
。自
分
た
ち
で
一
か
ら
作
り
上
げ
た
。社

員
1
人
と
パ
ー
ト
社
員
6
名
で
運
営
し

て
い
る
。今
後
も
、お
米
の
加
工
に
よ
る
新

商
品
を
開
発
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、連
携

事
業
者
を
さ
ら
に
増
や
し
て
い
き
た
い
。

ま
だ
あ
ま
り
利
益
に
は
貢
献
し
て
は
い
な

い
が
、女
性
社
員
が
中
心
に
な
っ
て
運
営

し
て
い
る
。お
客
さ
ん
も
70
％
が
女
性
で

あ
る
。も
っ
と
地
元
の
こ
と
を
知
る
こ
と

で
、色
々
な
情
報
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。農
工
商
連

携
を
や
っ
て
、お
い
し
い
お
米
は
ど
う
や
っ

て
作
る
の
か
と
か
、初
め
て
知
っ
た
こ
と
が

多
い
。こ
れ
か
ら
印
刷
会
社
が
地
元
に
根

ざ
し
て
い
く
に
は
、企
画
力・デ
ザ
イ
ン
力

は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。仕
事
を
任
せ

ら
れ
る
社
員
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。社

長
に
提
言・提
案
で
き
る
社
員
が
必
要
で

あ
る
」。

パネルディスカション松村教授

大門社長

③
質
問
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、浦
久
保
副
理

事
長
と
鼎
談
形
式
で
行
わ
れ
た
。

(

以
下
敬
称
略
）

浦
久
保
先
ほ
ど
、松
村
教
授
の
話
で
、印

刷
会
社
が
加
わ
る
こ
と
で
、仕
事
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
く
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、な

ぜ
印
刷
会
社
が
入
って
こ
れ
な
い
の
か
？

松
村
知
り
合
い
が
い
な
い
の
が
大
き
な

理
由
だ
。海
外
旅
行
の
際
、ホ
テ
ル
に
泊

ま
る
と
、ホ
テ
ル
周
辺
の
観
光
マッ
プ
を
も

ら
う
。裏
に
は
広
告
が
載
って
い
る
。同
様

に
、日
本
で
も
観
光
マ
ッ
プ
を
置
く
よ
う

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
っ
た
ら
、消
費
量

は
多
い
と
思
う
。

浦
久
保
自
社
の
宣
伝
広
告
を
出
し
て
い

る
会
社
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
会
社
で
あ
る
の

か
が
わ
か
る
広
告
を
出
す
こ
と
は
非
常
に

有
用
で
あ
る
。

松
村
印
刷
は
物
を
プ
リ
ン
ト
す
る
こ
と

に
よって
、頭
の
中
で
はっ
き
り
し
て
い
な
い

も
の
を
、可
視
化
す
る
と
い
う
重
要
な
も

の
で
あ
る
。

浦
久
保
大
門
社
長
の
話
を
聞
い
て
、素

晴
ら
し
い
こ
と
を
し
て
い
る
と
皆
が
思
う

の
だ
ろ
う
が
、社
内
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
ど

の
よ
う
に
と
っ
た
の
か
。あ
る
い
は
、人
選

を
ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
。

大
門
全
国
の
印
刷
会
社
の
社
長
と
勉
強

会
を
年
に
数
回
し
て
い
る
。そ
こ
で
、農
工

商
連
携
の
こ
と
を
知
っ
た
。当
初
5
人
で

仕
事
の
一
環
と
し
て
始
め
た
。農
工
商
連

携
の
申
請
が
通
っ
た
ら
、事
業
と
し
て
進

め
さ
せ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
進
め
た
。

浦
久
保
平
成
18
年
に
市
町
村
合
併
に

よ
って
、仕
事
が
激
減
し
た
と
思
う
が
、ど

の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
か
？

大
門
2
年
間
は
会
社
を
閉
め
る
こ
と
し

か
考
え
て
い
な
か
っ
た
。7.5
億
の
売
上
が

あ
っ
た
が
、売
上
が
1.5
億
減
少
し
た
。そ
こ

で
、価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
方
法

を
考
え
て
い
た
。

浦
久
保
最
後
に
、今
後
の
印
刷
業
界
に

期
待
す
る
こ
と
は
？

松
村
提
案
を
地
域
に
投
げ
か
け
た
り
で

き
る
印
刷
会
社
に
な
って
い
く
必
要
が
あ

る
。新
し
い
こ
と
に
常
に
挑
戦
し
続
け
る
。

い
ち
ば
ん
最
初
に
す
る
。そ
れ
が
、重
要
で

あ
る
。

大
門
社
長
の
仕
事
は
人
づ
く
り
で
あ
る
。

イ
エ
ス
マ
ン
だ
け
を
つ
く
る
の
は
ダ
メ
で
あ

る
。社
長
に
意
見
の
言
え
る
、提
案
で
き

る
社
員
を
つ
く
る
こ
と
、仕
事
を
任
せ
ら

れ
る
社
員
を
つ
く
る
の
が
重
要
で
あ
る
。

◆
第
3
部 

交
流
会

　
第
3
部
は
、3
階「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー

ル
2
」に
て
、午
後
8
時
10
分
よ
り
、例
会

運
営
委
員
会
奥
村
委
員
の
開
会
挨
拶
、

東
條
副
理
事
長
の
乾
杯
の
発
声
に
よ
り

交
流
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。松
村
教
授
、

大
門
社
長
を
交
え
て
参
加
者
が
歓
談

し
、最
後
に
岡
本
副
理
事
長
の
閉
会
挨

拶
に
よ
り
、午
後
9
時
に
交
流
会
が
終
了

し
た
。

（
報
告
／
例
会
運
営
委
員
会 

長
野
陽
一
）

例会レポート 平成29年度 第3回 組合員例会（第2・3部）

◆「
平
成
29
年
度 

第
3
回 

組
合
員
例
会
」参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計 （
回
答
者
26
名
）

⑴ 

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
全
般
に
つ
い
て

● 

有
益 【
17
】

● 

や
や
有
益 【
8
】

● 

普
通 【
1
】

● 

や
や
も
の
足
り
な
い 【
0
】

● 

も
の
足
り
な
い 【
0
】

⑶ 

セ
ミ
ナ
ー
の
時
間
つ
い
て

● 

長
い 【
3
】

● 

や
や
長
い 【
8
】

● 

ち
ょ
う
ど
良
い 【
13
】

● 

や
や
短
い 【
2
】

● 

短
い 【
0
】

⑵ 

内
容
は
理
解
で
き
ま
し
た
か
？

● 

理
解
で
き
た 【
3
】

● 

や
や
理
解
で
き
た 【
8
】

● 

普
通 【
13
】

● 

や
や
分
か
り
に
く
い 【
2
】

● 

分
か
り
に
く
い 【
0
】

【　
】内
は
回
答
者
数

⑷ 

今
回
参
加
し
て
気
づ
い
た
こ
と
、

　 

身
に
つ
い
た
こ
と
な
ど
　

印
刷
業
は
可
視
化
す
る
た
め
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で

あ
る
。

他
人
の
や
ら
な
い
こ
と
、裏
道
に
花
が
咲
く
。良
い
情

報
で
し
た
。

非
常
に
勇
気
づ
け
ら
れ
る
2
講
で
し
た
。参
加
し
て

よ
か
っ
た
で
す
。

商
談
の
チ
ャ
ン
ス
は
探
せ
ば
あ
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
。外
国
人
の
困
り
ご
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
。

「
も
っ
と
よ
く
知
る
」（
身
近
な
こ
と
を
）、「
知
ろ
う
と

す
る
」こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
し
た
。

取
り
組
む
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
機
会
を
も
ら
い
ま

し
た
。

印
刷
の
た
と
え
を
違
う
表
現
の
仕
方
で
伝
え
て
も
ら

い
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

⑸ 

今
回
の
内
容
で「
も
う
少
し
こ
う
す
れ
ば

　 

よ
か
っ
た
の
で
は
？
」と
い
う
点
な
ど

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
を
も
う
少
し
多

く
し
て
欲
し
か
っ
た
。

時
間
の
配
分
を
少
し
変
え
た
方
が
よ
か
っ
た
。

各
部
単
独
で
も
う
少
し
長
い
時
間
で
聞
け
れ
ば
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
短
時
間
で
し
た
が
、

今
後
の
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
め
た
思
い
で
す
。

セ
ミ
ナ
ー
で
す
が
、2
つ
の
テ
ー
マ
で
は
な
く
1
つ
に

す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
は
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
ブ
ル
が
離
れ
す

ぎ
て
い
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
１
〜
２
、パ
ネ
リ
ス
ト
が
８

〜
９
の
比
率
で
あ
る
べ
き（
話
し
の
量
）。

会
社
に
帰
って
伝
え
る
た
め
の
、持
って
帰
る
資
料
が
欲

し
か
っ
た
。

ス
ク
リ
ー
ン
の
細
か
い
文
字
は
読
め
な
い
の
で
一
番
伝

え
た
い
部
分
だ
け
で
も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
が

あ
れ
ば
よ
り
良
か
っ
た
。

⑹ 

今
後
の
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
ご
意
見・ご
希
望
な
ど

人
の
見
極
め
方

人
材
教
育

ツ
ー
リ
ス
ト
や
あ
き
た
こ
ま
ち
を
深
く
観
察
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
、こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

付
加
価
値
を
つ
け
る
こ
と（
米
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
販
売
、

ツ
ー
リ
ス
ト
へ
の
も
て
な
し
）。

印
刷
業
界
が
年
々
シ
ュ
リ
ン
ク
し
て
い
る
な
か
で
見

落
と
し
て
い
る
市
場
、隙
間
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
感

じ
た
。

何
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
何
か

で
き
る
か
も
？
と
思
え
る
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
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経
営
合
理
化
委
員
会
は
11
月
9
日

（
木
）に
作
道
印
刷
㈱
の
ご
協
力
に
よ
り

経
営
セ
ミ
ナ
ー
＆
工
場
見
学
会
を
開
催

し
定
員
を
オ
ー
バ
ー
す
る
65
名
が
参
加

し
た
。

◆
第
一
部 

経
営
セ
ミ
ナ
ー

　

第
一
部
で
は「『
見
え
る
化
』に
よ
る
業

務
改
革
と
そ
れ
を
支
え
る
公
平
な
評
価

制
度
」に
つ
い
て
作
道
印
刷
㈱
作
道
社
長

に
セ
ミ
ナ
ー
を
講
演
し
て
い
た
だ
き
、参

加
者
が
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
自
社
に
置

き
換
え
て
色
々
思
案
さ
れ
る
よ
う
な
熱

気
の
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
と
なっ
た
。

　

社
員
の
意
識
改
革
に
よ
る『
全
員
経

営
』の
根
底
に
な
って
い
る
の
が「
見
え
る

化
」で
あ
る
。作
道
印
刷
㈱
は
、バ
ブ
ル
経

済
崩
壊
後
の
1
9
9
3
年
頃
に
不
景
気

の
あ
お
り
を
受
け
て
借
入
金
が
増
大
し
、

経
営
の
危
機
を
迎
え
た
が
、「
見
え
る
化
」

を
始
め
る
こ
と
で
経
営
改
革
に
乗
り
出

し
大
幅
な
収
益
改
善
を
果
た
さ
れ
た
と

の
こ
と
。

　

た
だ
単
に
自
社
の
収
益
を
上
げ
る
だ

け
で
は
な
く
、ま
ず
は
お
得
意
先
の
利
益
、

そ
れ
に
よ
り
自
社
が
利
益
を
出
し
、そ
の

利
益
を
社
会
に
還
元
し
て
い
く
。近
江
商

人
の「
売
り
手
よ
し
、買
い
手
よ
し
、世
間

よ
し
」の「
三
方
よ
し
」の
精
神
で
経
営
を

さ
れ
て
い
る
と
思
っ
た
。そ
の
た
め
に
必
要

適
正
な
利
益
を
上
げ
る
う
え
で
の「
見
え

る
化
」を
パ
ネ
ル
を
使
用
し
て
ご
説
明
い

た
だ
い
た
。

　

収
益
を
確
保
す
る
方
法
と
し
て
現
在

の
業
界
の
状
況
下
で
は
、お
客
様
か
ら
の

原
価
率
低
減
の
課
題
が
日
々
の
会
社
経

営
で
の
必
須
課
題
に
な
っ
て
い
る
。作
道

印
刷
㈱
で
は
、自
社
で
あ
る
程
度
は
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
可
能
な「
原
価
低
減
」の
方
法

に
つ
い
て
、シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
に
構
築
し
た

「
見
え
る
化
」で
の
デ
ー
タ
を
元
に
管
理・

営
業・現
場
が
一
体
と
な
っ
て
情
報
を
共

有
。ジ
ョ
ブ
の
売
り
上
げ
の
把
握
、作
業
時

間
の
短
縮
、か
かっ
た
コ
ス
ト
と
損
益
を
即

座
に
社
員
全
員
が
共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム

に
なって
お
り
、管
理・営
業・現
場
そ
れ
ぞ

れ
が
一
体
と
な
っ
て
会
社
を
経
営
し
て
い

る
よ
う
な
状
況
を
構
築
し
て
い
る
。

　
企
業
は
い
ろ
い
ろ
な
部
門
の
集
合
体
で

あ
り
、そ
の
最
終
目
標
は
売
上
高
ア
ッ
プ
、

利
益
の
確
保
で
は
あ
る
が
、な
か
な
か
他

部
門
の
状
況
は
経
営
者
以
外
見
え
る
も

の
で
は
な
い
。し
か
し
こ
の「
見
え
る
化
」

の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
こ
と
に
よ
り
社

員
一
人
ひ
と
り
が
経
営
感
覚
を
持
って
仕

事
に
当
たって
お
ら
れ
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　
こ
の
確
保
し
た
利
益
を
社
員
一
人
ひ

と
り
に
還
元
し
な
い
と
、や
は
り
社
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
は
上
が
ら
な
い
。次
に
、こ

の「
見
え
る
化
」に
よ
る
評
価
制
度
の
仕

組
み
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。要

約
す
る
と
今
ま
で
の
人
事
評
価
で
は
相

対
的
に
上
司
が
判
断
し
て
い
た
も
の
を

「
見
え
る
化
」の
シ
ス
テ
ム
で
は
絶
対
的
評

価
に
変
更
し
、社
内
の
評
価
基
準
を
設
定

し
、よ
り
社
員
が
わ
か
り
や
す
い
透
明
性

の
高
い
も
の
に
し
た
と
の
こ
と
。

　
評
価
の
仕
組
み
と
し
て
は「
行
動
目
標

(

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー)

」と「
成
果
目
標
」を

労
使
合
意
の
も
と
で
設
定
し
、全
社
共
通

の
行
動
目
標
は「
チ
ー
ム
精
神
の
発
揮
」

と
いっ
た
作
道
社
長
の
人
柄
が
伺
い
知
れ

る
よ
う
な
目
標
に
な
って
い
る
。文
字
数
の

都
合
で
割
愛
す
る
が
、行
動
目
標
、成
果

目
標
を
決
定
後
は
評
価
を
半
年
に
一
度

行
い
各
部
門
の
上
司
と
作
道
社
長
に
よ

る
目
標
設
定
↓
中
間
面
談
↓
結
果
面
談

な
ど
で
評
価
を
決
定
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
公
正
、透
明
性
の
高
い
評

価
基
準
は
な
か
な
か
我
々
中
小
零
細
企

業
の
経
営
で
は
難
し
い
と
こ
ろ
が
多
い
が
、

作
道
印
刷
㈱
の「
見
え
る
化
」で
は
人
事

考
課
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
受
講

者
が
多
数
あ
っ
た
と
思
う
。

　
「
人
材
は
宝
で
す
。優
秀
な
従
業
員
が

安
心
し
て
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
を
保
って

働
く
こ
と
が
で
き
る
会
社
に
し
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
」。作
道
社
長
の「
我
々
は
変

化
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。お

客
様
に
言
わ
れ
た
か
ら
動
く
の
で
は
な

く
、先
に
お
客
様
の
気
づ
い
て
い
な
い
と
こ

ろ
に
気
づ
い
て
我
々
が
先
に
変
化
し
て
い

く
。そ
の
変
化
し
た
領
域
の
中
に
こ
そ
顧

客
の
満
足
が
あ
る
。そ
の
こ
と
に
気
づ
く

た
め
に
は
社
員
一
人
ひ
と
り
が
利
益
を
上

げ
る
と
い
う
経
営
感
覚
を
持
つ
こ
と
が
大

事
で
あ
る
」と
の
話
か
ら「
見
え
る
化
」に

よ
って
社
員
一
人
ひ
と
り
の「
気
づ
き
」を

得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
こ
の「
見
え
る

化
」の
最
大
の
強
み
で
あ
る
と
感
じ
た
。

◆
第
二
部 

工
場
見
学
会

　

第
二
部
で
は
工
場
見
学
会
に
入
る
に

あ
た
り
参
加
者
を
6
チ
ー
ム
に
グ
ル
ー
プ

分
け
し
、事
務
所
お
よ
び
工
場
を
各
社
員

の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、現
場
で
は

各
部
門
の
方
に
詳
し
く
現
在
の
取
り
組

み
な
ど
を
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。言
う

ま
で
も
な
く
５
S
の
行
き
届
い
た
オ
フ
ィ

ス
、パッ
ケ
ー
ジ
印
刷
機
、ト
ム
ソ
ン
、サ
ッ

ク
マ
シ
ー
ン
な
ど
の
主
力
生
産
設
備
の
稼

働
状
況
な
ど
、「
見
え
る
化
」で
水
平
展

開
し
て
い
る
各
部
門
の
状
況
を
参
加
者

全
員
で
体
感
し
た
。

　
そ
の
後
、会
議
室
に
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

が
再
集
合
。質
疑
応
答
で
積
極
的
に
細
か

い
様
々
な
質
問
を
し
て
い
た
の
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。

　

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
自
社
と
照
ら
し

合
わ
せ
、今
後
の
経
営
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
大
変
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
で

あ
っ
た
。

　

終
了
後
、中
央
区
に
あ
る
湖
陽
樹
本

町
店
に
移
動
し
て
有
志
の
参
加
者
で
懇

親
会
が
行
わ
れ
、参
加
者
の
皆
さ
ん
が
自

社
を
振
り
返
り
な
が
ら
の
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

（
報
告
／
経
営
合
理
化
委
員
会 

鎌
田
修
輔
）
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◆
経
営
セ
ミ
ナ
ー
＆
工
場
見
学
会
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計 （
回
答
者
57
名
）
【　
】内
は
回
答
者
数

経営合理化委員会

作道社長

「見える化」による業務改革と
それを支える公平な評価制度

経営セミナー＆工場見学会

開催：平成29年11月9日（木） 午後2時～  作道印刷株式会社

⑴ 

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
＆
工
場
見
学
会
に
つ
い
て

● 

有
益 【
44
】

● 

や
や
有
益 【
13
】

● 

普
通 【
0
】

● 

や
や
も
の
足
り
な
い 【
0
】

● 

も
の
足
り
な
い 【
0
】

⑶ 

セ
ミ
ナ
ー
の
時
間
に
つ
い
て

● 

長
い 【
5
】

● 

や
や
長
い 【
14
】

● 

ち
ょ
う
ど
良
い 【
36
】

● 

や
や
短
い 【
2
】

● 

短
い 【
0
】

⑵ 

内
容
は
理
解
で
き
ま
し
た
か
？

● 

理
解
で
き
た 【
38
】

● 

や
や
理
解
で
き
た 【
16
】

● 

普
通 【
3
】

● 

や
や
分
か
り
に
く
い 【
0
】

● 

分
か
り
に
く
い 【
0
】

⑸ 

今
回
受
講
し
て
気
づ
い
た
こ
と
、

　

 

身
に
つ
い
た
こ
と
な
ど　

・人
事
評
価
制
度
に
お
け
る〝
あ
い
ま
い
表
現
〞＝
Ｎ
Ｇ

　
は
当
社
で
も
ぜ
ひ
取
り
入
れ
た
い
。

・評
価
制
度
で
真
ん
中
を
作
っ
て
い
た
の
で
分
か
り
や

　
す
く
変
更
し
ま
す
。参
考
に
な
り
ま
し
た
。

・①
共
有
す
る
た
め
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。②
や
ら

　
せ
る
し
く
み
が
必
要
で
あ
る
。

・印
刷
工
程
や
利
益
の
考
え
方
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

・「
見
え
る
化
」の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。上
司
は
部

　
下
に
歩
み
寄
る（
理
解
し
て
も
ら
う
）こ
と
も
大
切
だ

　
と
思
い
ま
し
た
。

・社
員
が
主
体
的
に
な
る
経
営
の
勉
強
が
で
き
ま
し
た
。

・①
作
道
印
刷
さ
ん
の
設
備
投
資
意
欲
、特
に
情
報
分

⑹ 

今
回
の
内
容
で「
も
う
少
し
こ
う
す
れ
ば

　

 

良
か
っ
た
の
で
は
？
」と
い
う
点
な
ど

・レ
ジ
ュ
メ
が
欲
し
か
っ
た
で
す
。内
容
を
ノ
ー
ト
に
メ

　
モ
る
だ
け
で
時
間
が
か
か
り
、進
行
も
早
い
の
で
追

　
い
つ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。と
て
も
よ
い
内
容
な
の
に

　
も
っ
た
い
な
く
感
じ
ま
し
た（
自
分
に
対
し
て
）。

・改
善
に
当
た
っ
て
苦
労
さ
れ
た
お
話
も
聞
い
て
み
た

　
か
っ
た
で
す
。

・先
に
工
場
見
学
会
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、経
営
セ

　
ミ
ナ
ー
の
理
解
度
も
よ
り
高
ま
っ
た
か
と
思
い
ま

　
す
。

・工
場
見
学
の
時
間
が
も
う
少
し
長
い
と
あ
り
が
た

　
い
で
す
。

⑺ 

今
後
の
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
ご
意
見・ご
希
望
な
ど

・さ
ら
に
色
々
な
会
社
の
見
学
会
が
可
能
で
あ
れ
ば
全

　
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

　
野
に
対
す
る
投
資
に
は
正
直
驚
き
ま
し
た
。②
従
業

　
員
さ
ん
の
接
客
意
識
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

・「
見
え
る
化
」す
る
こ
と
で
社
員
に
気
づ
き
を
与
え
、

　
経
営
者
感
覚
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は

　
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

・「
見
え
る
化
」は
当
然
、売
り
上
げ
を
伸
長
さ
せ
る
こ

　
と
が
大
前
提
で
す
が
、従
業
員
さ
ん
に
も
見
せ
て
共

　
有
さ
せ
る
こ
と
も
大
切
だ
と
理
解
し
ま
し
た
。

・売
り
上
げ
を
増
や
す
た
め
に
は
ス
テ
ー
ジ
と
ゴ
ー

　
ル
を
明
確
に
す
る
こ
と
。案
件
を
増
や
し
、プ
ロ
セ
ス

　
も
管
理
す
る
こ
と
。

・存
続
す
る
た
め
に
は
変
化
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。顧
客
ニ
ー
ズ
の
半
歩
前
を
行
く
こ
と
。

・営
業
の
方
が
８
名
で
１６
億
ほ
ど
の
売
り
上
げ
を
上
げ
て

　
い
る
こ
と
に
驚
き
で
す
。効
率
の
良
さ
が
理
解
で
き
ま

　
す
。

・大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。自
社
へ
ど
う
取
り
込
む

　
か
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

・「
見
え
る
化
」は
単
独
部
門
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
会

　
社
の
根
幹
に
繋
がって
い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

・営
業
や
工
場
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、Ｐａ
ｄ
等
で
一
元
管

　
理
さ
れ
全
体
の
合
理
化・効
率
化
が
達
成
さ
れ
て
い

　
る
の
が
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。評
価
制
度
の
考

　
え
方
が
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

⑷ 

工
場
見
学
会
の
時
間
に
つ
い
て

● 

長
い 【
5
】

● 

や
や
長
い 【
3
】

● 

ち
ょ
う
ど
良
い 【
40
】

● 

や
や
短
い 【
7
】

● 

短
い 【
0
】
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組織サービス委員会INFORMATION

　１１月７日（火）１８時より人手不足をテーマ
にした「人口減少時代における６０歳代労働
者の有効活用」セミナーを大阪印刷会館に
て開催。２２名が参加した。講師に当組合顧
問の中尾先生にご登壇いただいた。中小
企業を対象にしたとき定年間近の従業員
をどうするのか？どうしてあげたいのか？
は知識がないとどうしてあげてよいのかわ
からない。しかしながら中小企業の社長は
自身で個別にどうしてあげればいいのかを
決めることができるので、それを強みと捉
え知識を増やしてもらいたい。
　以下、中尾先生の話より。

　人手不足が顕著になっているのが建設
業やサービス業です。忘年会の予約なども
人員が足りずホテル側から断られるケース
が出るくらいです。
　２０３０年頃になると働き盛りの人が減少
し６０歳以上の人が増える超高齢化社会が

きます。そこで今回は６０歳以上の従業員
を対象にした継続雇用制度（再雇用制度）
を導入していくお話です。再雇用（６５歳ま
での雇用継続が前提）を考えたとき、今後
の雇用契約をどうするのかが問題になって
きます。
　労働条件を決め直す時、だいたい次の３
つの条件に分類されるのではないでしょう
か。①できればほとんど今までと同じ仕事
を続けてもらい給与もあまり変わらない人
材 ②役職を後進に譲り後進の育成をお願
いし給与はそれなりに減額する人材 ③な
かなか働く場所が決まらなく今までとまっ
たく違うことをしてもらい給与は時給計算
にする人材。
　また逆に会社側が今までどおりの条件
で提示しても、労働者が今までどおり働き
たくないと考えている場合や、能力の衰え
が著しく今までどおりの仕事が困難な場合
も想定されるので、こういう条件を個々に
話し合い労働条件を摺り合わせることで
WIN-WINの関係を築くことができます。
　給与体系については、各労働条件に合わ
せて支給額を減らすことにより、年金と高
年齢雇用継続給付金を活用して手取り額

を調整していくという仕組みです。労働者
の生まれた年月日によって年金の支給開
始年齢が違うので、まずは年金支給開始ま
で高年齢雇用継続給付金を活用していく。
単純に、給与支払い額を少なくすると給付
金の額が増え、給与支払いを増やすと給付
金が減額になる計算です。
　ただし減額にも限度があり、手取り額が
いちばん多くなる最適給与を一度計算す
る必要があります。年金が支給される年齢
に達した時は給与と年金と高年齢雇用継
続給付金の３つで再計算し給与支給額を
再設定していく仕組みです。

　中小企業の人材確保はこれからますま
す厳しくなっていきます。６０歳を超えても
65歳まで現役で力を発揮できる人材はた
くさんおられます。この制度に興味のある
方は当組合顧問の中尾先生に相談に乗っ
ていただけます。また最適賃金計算シミュ
レーションソフトもお持ちなので計算もし
ていただけます。ぜひこの機会に一度ご検
討を！
（報告：組織サービス委員会 高橋孝一）

労務セミナー

広報特別委員会主催

人口減少時代における60歳代
労働者の有効活用

　
11
月
16
日（
木
）18
時
30
分
よ
り
、女

性
交
流
会『
秋
の
酒
話
会
』を
開
催
し

ま
し
た
。平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、総
勢

22
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
春
は『
茶
話
会
』と
題
し
て
大
印
工
組

初
の
女
性
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
が
、

こ
の
秋
は
グ
ル
メ
と
お
酒
の『
秋
の
酒
話

会
』と
な
り
ま
し
た
。会
場
は
裏
な
ん
ば

で
話
題
の
お
店『
P
E
S
C
A（
ペス
カ
）』

さ
ん
。蔵
を
改
装
し
た
シ
ッ
ク
な
店
舗

で
、お
い
し
い
イ
タ
リ
ア
ン
が
い
た
だ
け

ま
す
。

　
今
回
は
ゲ
ス
ト
に
大
阪
府
グ
ラ
フ
ィッ

ク
サ
ー
ビ
ス
協
同
組
合
の
女
性
会『
コ
ス

モ
ス
会
』の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
の
、団

体
の
垣
根
を
越
え
た
交
流
会
で
す
。

　
新
た
な
出
会
い
、旧
交
を
温
め
ら
れ

る
出
会
い
、た
く
さ
ん
の
嬉
し
い「
出
会

い
」が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
自
己

紹
介
か
ら
始
ま
って
、普
段
は
な
か
な
か

話
す
機
会
の
な
い
家
庭
の
こ
と
、仕
事
の

こ
と
、趣
味
の
こ
と
な
ど
で
盛
り
上
が

り
、会
場
の
利
用
制
限
時
間
いっ
ぱ
い
ま

で
テ
ー
ブ
ル
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
楽
し
そ

う
な
笑
い
声
が
は
じ
け
て
い
ま
し
た
。

女性のための『秋の酒話会』
～裏なんばで“しっとり”イタリアンをワインとともに～を開催！

講師の中尾先生 岡本副理事長 司会の速水副委員長山崎委員長

　
団
体
は
違
っ
て
い
て
も
同
じ
業
界
で

が
ん
ば
る
女
性
同
士
。交
流
と
お
し
ゃべ

り
を
思
う
存
分
楽
し
み
な
が
ら
、有
意

義
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
た
こ
と
に
感

謝
し
つ
つ
、次
回
を
約
束
し
て
の
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

〈
参
加
者
の
感
想
〉

✻
総
勢
22
名
の
女
性
ば
か
り
の
集
ま
り

は
、す
ぐ
に
皆
さ
ま
と
打
ち
解
け
る
こ
と

が
で
き
、と
て
も
有
意
義
な
会
と
な
り
ま

し
た
。仕
事
、趣
味
、家
族
構
成
の
話
な

ど
、時
間
の
経
つ
の
が
と
て
も
早
く
感
じ

ま
し
た
。ま
た
次
回
お
会
い
で
き
る
の
が

楽
し
み
で
す
。（
T
Y
さ
ん
）

✻
〜
秋
の
酒
話
会
と
裏
な
ん
ば
〜

　「
印
刷
」と
い
う
共
通
の
業
界
に
属
し

な
が
ら
も
少
し
ず
つ
異
な
る
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
で
働
く
女
性
同
士
。仕
事
の
話

は
も
ち
ろ
ん
、オ
フ
の
話
題
で
も
盛
り
上

が
り
素
敵
な
交
流
時
間
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
S
T
さ
ん
）

（
報
告
／
広
報
特
別
委
員
会 

田
中
幸
恵
）



13 12PRI・O  2018.1 PRI・O  2018.1

委員会レポートINFORMATION委員会レポートINFORMATION

　11月2日（木）18時より「第4回 組織サー
ビス委員会」が15名の委員参加のもと大
阪印刷会館で開催された。
　冒頭、山崎委員長より挨拶があった。その
後、事務局よりの報告依頼事項、各副委員長か
らのグループ討議の報告と説明へと移った。

１．報告・依頼事項（事務局より）
１）第3回組合員例会２）経営合理化委員会
「外国人技能実習生受入制度活用」セミ
ナー３）JPPS４）Adobeテクニカルセミ
ナー冬の陣５）DTP作業技能検定実技試
験６）支部献血運動７）各種無料相談案内

２．グループ討議および討議事項報告
１）交流関係（山形副委員長）
①ボウリング大会 ②今後の交流事業
　平成30年2月25日（日）開催のボウリング
大会については、前回の委員会で報告した
内容で実施する。案内は今月末までに事務
局から送付する。来年度の事業（案）として
11月4日（土）に候補先の下見を行い、事業と
して可能かどうかの判断を行う予定である。
２）環境・労務・教育関係（速水副委員長）
①労務セミナー ②教育セミナー ③環境推

進工場認定・更新
　11月７日（火）に労務セミナーを開催す
る。時機を得たテーマであり、各支部から
の参加をお願いしたい。教育セミナーの講
師は、元株式会社よしもとクリエイティブ・
エージェンシー専務取締役の竹中功氏に
お願いすることになった。会場は大阪印刷
会館4階会議室、日程は、事務局と紹介者
である中尾労務顧問とで決めてもらいた
い。12月のPRI・Oで告知、1月のPRI・Oに掲
載する。
３）組織・共済関係（中原副委員長）
①各支部での新規加入促進運動 ②組合
員増強運動 ③共済キャンペーン ④高速
道路ETCカードおよび日本テクノ（株）の事
業展開
　組合員増強キャンペーンとして、退会組
合員をターゲットにしたカムバックキャン
ペーンを実施する。Adobe特別ライセン
スプログラムとETCカードのメリットを訴
求し再入会を促す。仮登録メンバー34社

については、3月末に向けて紹介者を介し
てクロージングを図っていく。カムバック
キャンペーンと同様の内容で正式入会を
促していく。共済キャンペーンは、重点工組
として展開する。特に、既存の契約先へ契
約の増口アプローチを実施していきたい。
ETCカードは、8月に割引対象額が200万
円を超え、取次手数料の組合収益への貢
献が大きくなっている。
４）その他
　山崎委員長よりAdobe特別ライセンス
プログラムについて、一般プログラムとの
パッケージングの違い、組合員のメリットに
ついての説明があった。

　以上で議事は終了し、19時40分に閉会
となった。

〈次回日程〉
日時：12月12日（火）　場所：湖陽樹

（報告：大印工組事務局）

日　時：11月1日（水） 18時～20時
場　所：大阪印刷会館 ３階会議室
出席者：家田委員長 他15名（欠席者2名）
1．開会の挨拶
　家田委員長の開会の挨拶がありその後、
議案審議に入った。
2．報告事項
（１）平成29年度第8回例会運営委員会　
　議事録（H29.10.4開催）
　山本副委員長より資料をもとに報告が
あった。
3．討議事項
（1）平成29年度第３回組合員例会について
　１１月21日に開催される「組合員例会」に
ついて役割分担・集合時間などを最終確
認。進行については、阪南大学国際観光学
部松村教授に基調講演（約30分）をしてい
ただきその後、秋田印刷製本㈱の大門社
長のご講演（約60分）でセミナー終了。大
門社長は、秋田県印刷工業組合の理事長
であり地域の課題をビジネスに変えるとい
うことを実践された方で印刷会社ができる
地域活性という視点、印刷会社がどういっ

た役割を担っていたかという点を含めてお
話いただく予定。委員より、最後にパネル
ディスカッションをしてはどうかという意見
があり、取り入れる方向で時間配分などの
件も含め後日、講師との打ち合わせにて協
議することとなった。セミナー進行につい
ては、後日メールにて委員各位に連絡する
こととなった。
（2）新春会員交流大会について
【日時】平成30年1月12日（金）18：00～20：00
【場所】太閤園迎賓館３階「ダイヤモンドホール」
　来年１月１2日（金）１８時から開催される
新春会員交流大会について協議。アトラク
ションなどの企画については、昨年度同様、
マグロの解体ショーをすることとなった。演
奏については琴と津軽三味線の演奏者を
あたることとなった。
　マグロの解体ショーについては、昨年度
の反省点を踏まえて、太閤園側に配膳の人
数を増やしてもらう、解体ショーの時間を
懇親会スタートと同時にしたほうがいい、
ある程度の数が配膳できてから並んでも
らうなど様々な意見があり詳細について
は、来月の委員会にて最終決定することと
なった。
（3）平成29年度第4回組合員例会について
【日時】平成30年3月7日（水） 17：00～
【場所】太閤園迎賓館３階「ダイヤモンドホール」
　来年3月の組合員例会について協議。組

合員例会に参加されていない方にどうア
プローチするか、企画も含めて次回の委員
会で協議することとなった。一案としては、
2年間の総括として各委員長のパネルディ
スカッションをしてはどうかという意見が
あった。スケジュールとしては、年内におお
まかな枠組みを決めて、1月･2月に準備に
とりかかるという方向で決定。なお、3月の
組合員例会担当は、奥村委員・吉田委員の
両名にとりまとめてもらうこととなった。

　以上で議事は終了し、２０時に閉会となった。

〈次回日程〉
日時：12月11日（月） 18時より
場所：大阪印刷会館 3階会議室

（報告：大印工組事務局）

平成２９年度 第9回 例会運営委員会

日　時：11月14日（火） 18時～20時30分
場　所：旭紙工㈱
出席者：山本委員長 他９名（欠席者５名）

１.報告・協議事項
（１）10月17日 第２回マーケティングセミ
ナー「企業は人なり！人財育成で社員が輝く
強い会社へ」について
　３９社で５５名の出席者数、収支見込は
32,668円の黒字になる報告があった。
　アンケート結果については、大半の方が
有益で、内容が理解できたという報告が

あった。
（２）11月21日の第８回MUDグランプリについて
　当日の役割分担を確認。役割は以下のと
おり。
◎賞状授与補助：高橋副委員長・矢田委員　
◎写真：福山幹事　◎記録：山本委員長
（３）第３回マーケティングセミナーについて
　8月22日に委員会内で行われた、アビー
ムコンサルティング（株）の本間充氏に「デジ
タルマーケティング」について講演いただく
ことで決定した。
　日時は来年3月1日もしくは2日で本間氏
のご都合に合わせることで決定。場所につ
いてはモリサワさんもしくは大阪産業創造
会館で開催することを確認。
　組合員には「デジタルマーケティング」と
いうとアレルギーがあるかも知れないので、

紙媒体との融合などイメージしやすいテー
マで講演内容を詰める確認がなされた。

２.委員プレゼンテーション
●橋野委員（旭紙工㈱）
工場見学および自社製品プレゼンテーション
　工場見学ではカレンダーなどの繁忙期に
も関わらず、それぞれの部署では皆さん手
を止めて気持ちよく挨拶していただいたの
が印象的であった。
　そのあと会議室へ場所を移して製品のプ
レゼンテーションがあった。角丸製本や商品
の形にトムソンで抜いた仕上げなど、いつも
角ばった仕上げを見ている方にはとても新
鮮で、アイデアマンの橋野社長の一端を伺
い知ることができた。救急車や病院などで
使う多言語（14カ国）の音声読み上げ機と
印刷物を組み合わせた「翻やくん」はその中
でもいちばん印象的であった。
　ストーンペーパーに病歴や使用中の薬な
どを書き込み、災害時や旅行などに携帯し
て適切な処置を受けるホイッスル型の開発
中の製品紹介もあった。

〈次回（第7回）日程〉
日時：12月19日（火） 18時30分より
場所：曽根崎「呉竹」
（報告：マーケティング委員会 山本順也）

平成２９年度 第6回 マーケティング委員会

セミナーについて協議 ＆
委員による自社プレゼン

平成２９年度 第4回 組織サービス委員会

活動報告と
グループ別実施事項

　10月16日（月）18時より「第4回経営合
理化委員会」が1３名の委員参加のもと大
阪印刷会館で開催された。冒頭、東條副理
事長より、「いよいよ後半戦に入ったが、順
調に事業展開されている」との挨拶があり、
石川委員長からは、「本日は担当役割と人
員確保について最終の詰めを行いたい」と
の挨拶があった。その後、事務局からの報
告依頼事項に続き、グループ討議と発表が
行われた。

1.報告・依頼事項
１）第3回組合員例会＆MUD表彰式（11月21日）
2）第2回マーケティングセミナー（10月17日） 
３）第1回労務セミナー（11月7日）　
　事務局より、それぞれの内容の説明と参
加要請が行われた。

２．討議事項報告および意見交換 
１）11月チーム／桐山リーダーより
　11月9日（木）に開催する「経営セミナー
＆工場見学会（作道印刷株式会社）」と見学
会後に行われる懇親会の役割分担につい
て報告があった。

◆見学会 ●実行委員長：桐山リーダー ●司
　会：原田委員 ●記録/写真：鎌田委員（記
　録）/森本委員（写真）●当日資料・備品・
　受付：事務局 ●駅から会場まで誘導：根間
　リーダー・原田委員・森本委員 ●広報担
　当：委員全員担当 ●挨拶：川畑副委員長
　（開会）/石川委員長（閉会）
◆懇親会 ●司会：鎌田委員 ●挨拶：石川委
　員長（開会）/東條副理事長（閉会）●乾杯
　の発声：作道理事長
２）熊谷リーダーより
　2月15日（木）に開催する「外国人技能実
習生受入制度活用セミナー」の役割分担に
ついての報告と溝口リーダーからタイムス
ケジュールの説明が行われた。
◆セミナー役割分担 ●実行委員長：熊谷
　リーダー ●司会：溝口リーダー ●記録/写
　真：徳井委員（記録）/桐山委員（写真）●
　当日資料・備品・受付：事務局 ●会場設営/
　受付/来場者誘導：熊谷リーダー・事務局

　 ●広報担当：委員全員担当 ●挨拶：石川
　委員長（開会）/熊谷リーダー（閉会）
◆タイムスケジュール●18:00 石川委員
　長挨拶 ●18:05～18:20グローバルリ
　ンク様：会社内容および研修制度につい
　て ●18:20～パネラー3社から自社の
　現状紹介 ●18:35～問題点・デメリット・
　苦労した点について（グローバルリンク
　様とパネラー3社）●19:30～質問タイ
　ム ●19：55熊谷リーダー挨拶
３）その他
　川畑副委員長から11月2日（木）に開催さ
れる北支部の秋季勉強会の告知と参加要
請があった。また、次回（第5回）委員会は11
月27日（月）に、第6回は2月5日（月）、第7回は
3月16日（金）に開催することが決定された。

　以上ですべての議事を終了し、19時40
分に閉会した。

（報告：大印工組事務局）

平成２９年度 第4回 経営合理化委員会

新春会員交流大会
＆ 組合員例会について討議

グループ別実施事項討議
と活動報告
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　平成29年度 第3回定例理事会が11月
14日（火）午後3時から都島区の太閤園で
定例理事数57名中30名が出席して開か
れた。
　まず、「補助金申請・省エネ」について大
阪府水野氏より説明が行われた。引き続
き、「電気代節減」について日本テクノ㈱田
村課長より説明が行われた。
　その後、作道理事長が開会の挨拶を行
い、議長となり議事を進行した。
　第１号議案・組合員加入承認の件につい
ては、事務局平塚より説明し、異議なく承認
された。第２号議案・平成２９年度上期決算
報告の件、第３号議案・平成３０年度役員改
選日程および次期理事長推薦委員会の設
置の件、第４号議案・平成３０年度役員改選
に伴う理事数改正(案)、第５号議案・優良従
業員表彰については、佐々木専務理事より
説明し、異議なく原案どおり承認された。

「報告・連絡事項」
1）大阪商工会議所第１号議員
選挙について佐々木専務理事
より報告。引き続き、今回当選
された吉田理事顧問より当選
挨拶を述べた。
２）「全印工連フォーラム」の概
要報告について作道理事長よ
り概要報告が行われた。
３）各委員会開催状況および予
定について各常務理事より報
告が行われた。①マーケティン
グ委員会（山本常務理事）②組織サービス
委員会（山崎常務理事）③例会運営委員会
（家田常務理事）④広報特別委員会（木原常
務理事）⑤経営合理化委員会（石川常務理
事）⑥大阪青年印刷人協議会（山本議長）
４）組合員増強キャンペーン(カンバックキャ
ンペーン等含む)、５）共済キャンペーン、６）
ＥＴＣ事業について、岡本副理事長より資料
にもとづき説明が行われた。
７）労働保険事務組合業務、８）平成２９年度
オフセット印刷作業技能検定受検結果とＤ
ＴＰ作業技能検定、９）平成２９年度 ＭＵＤ審
査結果と表彰式日程について、佐々木専務

理事より資料並びに別紙にもとづき説明
が行われた。
１０）ＰＲＩＮＴＮＥＸＴ２０１８開催について、山本
議長より説明が行われた。
１１）新春会員交流大会の開催、12）平成３０
年度 通常総代会、１３）長寿会実施報告、
14）行事予定（「参考資料」①平成28年工
業統計速報②ＪＰ２０１８情報・印刷産業展ポ
スター）について、佐々木専務理事より説
明が行われた。
　以上で理事会すべての事項が終了した
ので、午後５時に議長は閉会を宣した。

（報告：大印工組事務局）

平成29年度 第3回 定例理事会

委員会の開催状況や事業など
について報告・連絡

PRI・O  2018.115 PRI・O  2018.1

近畿地区印刷協議会
各府県工組

（平成30年1月）
開催イベント開催イベント

　11月21日に大阪市中央公会堂で開催された大阪府職
業能力開発促進大会において、平成28年度の技能検定
試験合格者の中で、とくに優秀な成績をおさめたとして、
寿印刷㈱（本社／大阪市西淀川区歌島1-4-4、井下精二
社長）の中山妙恵氏が表彰された。
　同大会は、技能を尊重する社会を形成するため、優秀な
技能者や職業能力開発・技能検定の推進功績者をたたえ
るために大阪府が開催しているもの。中山氏は平成28年度
の技能検定試験・ＤＴＰ作業１級に合格。とくに優秀な成績
をおさめたとして、今回、大阪府職業能力開発協会会長から

賞状が授与された。昨年から大阪府印刷工業組合（組織
サービス委員会）が実技試験を実施しており初受賞となる。
　技能検定とは、働く人々の有する技能を一定の基準によ
り検定し、国として証明する国家検定制度。受検申請受付
や実技試験を大阪府印刷工業組合が実施団体として運
営している。技能検定は実技試験・学科試験双方を合格し
「技能士」と称することができ、１級の場合は厚生労働大臣
から、２級は大阪府知事から合格証書が交付される。

（報告：大印工組事務局）

寿印刷（株）中山妙恵氏が表彰

兵庫工組

【法定教育】“紙断裁業務従事者”特別教育
2/24［土］ 13時30分～16時30分 
神戸市産業振興センター

●兵庫工組事務局 ＴＥＬ.0７８-３７1-３８５７問

演 目
「世界的に最も激戦地区・米国西海岸の小売店を

見て、生き残っている小売業界の現状」
講 師

平林印刷㈱ 代表取締役  平林 満氏
断裁作業については、危険な業務に指定されており、
就業するには特別教育を受けなければなりません。 
※受講者には修了証を発行いたします。

①断裁機の構造と安全装置　②断裁作業時の安全
③作業前点検　④関係法令　⑤断裁技術

講師：㈱勝田製作所

講演会・新春互礼会のご案内
1/19［金］ 講演会：16時40分～／新春互礼会：18時～
ウェルアオッサ（8階県民ホール リハーサル室）

●福井工組事務局 ＴＥＬ.0776-23-3389問

福井工組
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支部だより【東和支部】

「深く長い歴史の重みを実感」

　

秋
深
ま
る
平
成
２９
年
11
月
18
日

（
土
）京
都
の
老
舗
料
亭「
岡
崎
つ
る
家
」

に
て
大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
東
和
支

部
設
立
90
周
年
の
記
念
式
典
が
盛
大

に
執
り
行
わ
れ
た
。

　

明
星
印
刷
㈱
髙
橋
社
長
が
司
会
進

行
を
務
め
ら
れ
、松
本
支
部
長
か
ら
開

会
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。「
先
人
達
が
今

ま
で
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
90
年
と
い

う
長
い
歴
史
に
、数
々
の
困
難
を
情
熱

と
英
知
を
持
って
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ

た
重
み
を
実
感
し
た
。こ
れ
か
ら
も
支

部
の
組
合
員
に
と
って
有
益
に
な
る
よ

う
な
組
合
に
し
て
い
く
」と
改
め
て
決

意
表
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
東
和
支
部
出
身
で
は
初
の

理
事
長
と
な
ら
れ
た
作
道
理
事
長
に

ご
多
忙
の
な
か
、ご
臨
席
を
賜
り
来
賓

の
挨
拶
と
し
て
、「
厳
し
い
時
代
が
続

く
が
、必
要
と
さ
れ
る
会
社
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
激
励
の
言
葉
を

い
た
だ
い
た
。

　
そ
の
後
、溝
口
副
支
部
長
か
ら
東
和

支
部
90
年
の
歴
史
に
つ
い
て
ご
説
明
い

た
だ
い
た
。

　

昭
和
３
年
に
現
在
の
東
和
支
部
の

前
身
で
あ
る
東
和
会
が
東
区
、東
成
区

の
印
刷
業
者
に
よ
っ
て
発
足
さ
れ
、戦

前・戦
中・戦
後
と
激
動
の
時
代
を
駆

け
巡
り
な
が
ら
、大
阪
府
印
刷
工
業
組

合
東
和
支
部
と
し
て
名
を
変
え
、現
在

ま
で
そ
の
歴
史
を
積
み
重
ね
て
い
る
こ

と
を
聞
き
、そ
の
歴
史
の
長
さ
、重
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
感
じ
た
。

　

そ
し
て
昭
和
２8
年
に
当
時
の
支
部

の
方
々
が
、図
案
の
提
案
か
ら
始
ま
り
、

他
に
な
い
物
を
作
ろ
う
と
高
額
を
投

じ
、支
部
旗
を
作
成
さ
れ
た
。現
在
の

価
値
に
な
お
す
と
２
０
０
万
円
相
当

か
か
る
ら
し
く
、も
ち
ろ
ん
現
在
も
そ

の
輝
き
は
失
わ
れ
て
お
ら
ず
、歴
代
の

組
合
員
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。そ
の

支
部
旗
の
支
柱
内
部
に
は
そ
の
当
時

作
成
に
携
わ
っ
た
方
々
の
名
前
が
刻
ま

れ
て
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
、会
場
に
は
こ
れ
ま
で
の
東
和

支
部
の
会
報
誌
や
資
料
が
展
示
さ
れ

て
お
り
、年
配
の
方
々
は
特
に
昔
の
懇

親
会
や
支
部
旅
行
の
写
真
を
ご
覧
に

な
り
な
が
ら
、皆
さ
ま
懐
か
し
い
思
い

に
か
ら
れ
て
お
ら
れ
る
様
子
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
㈱
ア
ー
ト
印
刷
所
北
林
社

長
の
挨
拶
に
よ
り
、式
典
は
閉
会
し
、

全
員
で
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
京
都
祇
園

の
舞
妓
さ
ん
、芸
妓
さ
ん
に
よ
る
祝
い

の
舞
か
ら
始
ま
り
、白
石
封
筒
工
業
㈱

白
石
社
長
の
乾
杯
よ
り
懇
親
会
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。振
る
舞
わ
れ
た
料
理
に

皆
、舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
昔
話
に
花
を

咲
か
せ
て
お
ら
れ
、場
の
雰
囲
気
も
自

然
と
最
高
潮
に
。

　

歓
談
中
、１
０
０
年
企
業
で
あ
る
㈱

今
川
印
刷
の
今
川
社
長
か
ら
も
挨
拶

を
賜
り
、こ
れ
か
ら
の
将
来
を
み
て
、後

世
に
い
い
結
果
を
残
す
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
、２
０
０
年
企
業
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
の
想
い
を
告
げ
ら
れ
た
。

　

中
締
め
は
中
原
産
業
㈱
中
原
常
務

か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
、そ
の
後
、日
本

印
刷
㈱
黒
田
社
長
の
音
頭
の
中
、東
和

支
部
に
ゆ
か
り
の
あ
る
生
國
魂
神
社
の

「
生
國
魂
締
め
」を
行
い
、盛
大
に
幕
を

閉
じ
た
。

　

今
回
、記
念
式
典
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、諸
先
輩
方
が
積
み
重
ね
て
こ

ら
れ
た
90
年
と
い
う
深
く
長
い
歴
史
の

重
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
か

ら
少
し
で
も
支
部
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
尽
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。そ
の

長
い
歴
史
の
一
部
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
つつ
、大
印
工

組
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
も
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
㈱
大
平
商
会 

奥
村
健
士
）

開催：平成29年11月18日（土） 午前11時～  京都「岡崎つる家」

東和支部 設立９０周年記念式典

集合写真

岡崎つる家会場風景

作道理事長

松本支部長司会の髙橋氏今川氏北林氏白石氏

資料展示

舞妓さん、芸妓さんによる祝いの舞
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支部だよりINFORMATION

秋季勉強会 北支部

リーダーは、今こそコトバの「定義」
「解釈」にこだわるべし

講師：㈱シー・レップ代表取締役北田浩之氏
　　北東工業㈱ 代表取締役東條秀樹氏

 11月2日（木）、「AP大阪梅田東」にて秋季
勉強会を開催。北支部単独としては久しぶ
りの開催ということで他支部などにも広く
案内した結果、想定を上回る60名超の参
加となった。
 「テーマを自由に選定できるという支部開
催の自由度を活かし、今までにない、他には
ない企画を」と欲張りながら、担当委員は
熱い思いをもってこの企画を練り、担当外
の委員の協力も仰いで何とか開催にこぎ
つけた。しかしテーマも運営方法も初めて
の試みということで、大きな期待と若干の
不安を抱きつつ当日を迎えた。
　長谷川浩男委員の司会で始まり、川畑利
之支部長の挨拶のあと、田畑良一副支部
長の進行により勉強会をスタート。「良い会

社」「良い社長」「良い上司」「良い社員」など
の表現をはじめ、「人材育成」や「人の成長」
など、日頃からふんわりと曖昧に使ってい
る耳触りのいい前向きなコトバについてど
う定義しどう解釈し、社内でどのように共有
しておられるのかを、ご登壇のお二人に対
し根掘り葉掘り問いかけた。創業者である
北田社長と２代目である東條社長との経営
者としての出発点の違いがそれぞれの価
値観形成に大きく影響があることが分かっ
た点も大変興味深かった。豊富な経験や苦
労にもとづく確固たる信念が土台にあるお
二人の明快な回答に、その端々から醸し出
される説得力に、聴き手の皆さまも色々な
気づきと勇気を得ることができたと考え
る。
　そして19時からは隣りの「大阪東急REI
ホテル」に会場を移し、北支部の懇親会を
開催。テーブルごとに歓談のあと、参加者
全員が順にマイクを持って感想を述べる
など、恒例のアウトプットでワイワイと楽し
く盛り上がった。

　さて我々北支部では、昨年４月の川畑支
部長就任を機に役員陣もほぼ世代交代し、
前例にとらわれず様々な新しい取り組みに
トライしてきた。先輩方に都度ご指導も仰
ぎながら支部のさらなる活性化を目指して
きたなかで、ご賛同や応援のお声を多数い
ただいている。事実として参加人数が増え
ていることで裏方陣もモチベーションを高
く保っており、今後もトライ＆エラーを繰り
返しつつ、さらに若い世代も巻き込んで一
緒に汗をかきながら進めていきたい。そし
て、その過程で互いの信頼関係を築き、学
んだ内容をしっかりと自社に持ち帰ること
ができるような状態を目指している。
　当初は福島支部の優れた運営手法の一
端のマネをすることから始めた。もちろん
まだまだ試行錯誤の最中であるが、さらに
他の支部の活発な活動の貴重な経験談な
どもぜひお聞かせいただき、お互いの支部
運営に活かしていけたらと考えている。

（㈱旭堂 谷川昭彦）

支部だよりINFORMATION

秋の研修会 東支部

　平成29年11月11日(土)秋の研修会を
開催した。昨年とても好評だった「冬の味覚
かに三昧と竹田城遠望」を本年も実施し、
各組合員の親睦を深めた。
　例年、晴天に恵まれるとのことだが、今回
は小雨の降る中での会となった。若干の渋
滞に巻き込まれたものの、終始会話の絶え
ないにぎやかな車内での行程であった。
　まず、時間の関係で遠望とはなったが、
朝来山中腹より竹田城跡をバックに記念撮
影。空模様の関係でうっすらと霧がかって
おり、もし現地から臨めば、かの「雲海に浮
かぶ竹田城跡」を見ることができたので

は？との想像をめぐらせる。
　次に、「海鮮せんべい但馬」に立ち寄る。
そこではさまざまな風味のせんべいすべ
てが試食できる。このあとすぐに「かに三
昧」を控える身でありながらも、ついつい試
食のせんべいに手を伸ばし、各人が土産を
見繕う。
　その後、メインイベントのかに三昧「かに
館喰太郎」に到着。お待ちかねの昼食とな
る。石田支部長の挨拶を皮切りに、かにの
刺身、かにすき鍋、焼きがに、かに酒などな
ど、解禁間もない香住直送の新鮮なかに料
理を堪能した。黙々とかにを食する静寂な

前半に反し、後半は初参加の皆さまの自己
紹介、カラオケなど、とても賑やかで楽しい
時間を過ごした。
　復路は道の駅「まほろば」に立ち寄り、再
びの土産の物色、また思い思いに地域の
特産物などの間食を楽しんだ。
　余談ではあるが竹田城は室町時代に築
かれた城で、その後江戸時代、徳川政権の
方針のもと廃城となる。時は流れて2006
年、日本の100名城に指定されたことに重
ねて、グーグルのＣＭを機にその存在が脚
光を浴びるに至る。

（伸光洋紙㈱ 吉野雅之）

集合写真

おいしいカニ宴会風景

山岡前支部長による乾杯 懇親会風景

北田社長（左）、東條社長

勉強会風景 勉強会風景

集合写真
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　台風22号が迫り来る10月28日（土）。開
催中止も危ぶまれたが、なんとか小雨中心
のなか天親会・天青会合同ゴルフコンペを
アートレイクゴルフ倶楽部にて開催するこ
とができた。
　前日より森内支部長が高熱を出し、急遽

欠席。某紙屋さんは大遅刻などの波乱も
あったが、参加いただいた20名の皆さん
には、スコアはさておき楽しんでいただけ
たと思っている。
　優勝はやはり、岩倉印刷紙業㈱の岩倉大
介社長がトータル73打（HDCP1.2）でラウ

ンドされ、優勝の弁を慣れた口調で述べら
れた。                （㈱新聞印刷 福山耕治）

天親会・天青会合同ゴルフコンペ 天親支部

支部だよりINFORMATION
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順 位 氏 名 ネット

優勝 岩倉印刷紙業㈱ 岩倉大介氏

イシイ㈱    　　石井和貴氏

芳武印刷㈱　    芳武　努氏

35-38

43-47

40-47

HDCP

1.2

18.0

14.4

２位

3位

スタート前集合写真 山本昇氏のジャンケン大会で盛り上がる

優勝の岩倉社長（左）と筆者

都会のど真ん中、地下鉄「肥後橋駅」から歩いて５分もかか
らない場所にオシャレだけど、どことなくくつろげる隠れ家
的空間の「ダイニング＆バー ふぃをーれ 江戸堀店」。
一人の時はカウンターでスタッフとおしゃべり、グループの
時はテーブル席で自分たちの空間、もちろん一人で雰囲気
を楽しむのもＯＫ。お酒好きのオーナーのお店なので、たく
さんの種類のお酒やお酒に合うフードが楽しめます。
会社の仲間や趣味のお友達のお誕生日などにはサプライ
ズ演出も一緒に考えてくれるので、一度ご相談を！（事前に
ご相談ください。）
狭いお店なので行く前には予約をした方がいいかも。

ダイニング＆バー ふぃをーれ 江戸堀店
大阪市西区江戸堀1-9-13 肥後橋双葉ビル1F
06-6147-2535　http://fiore-e.com/
営業時間 / 17:30～24:00（L.O.23：30）[ 定休日：土・日・祝 ]

都会の隠れ家
お酒好きにオススメのダイニングバー

PRI・O グルメレポート

投稿者：佐潟 和雄

サガタ印刷（堺支部）
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◆
12
月
定
例
会
報
告

25 24

2
月
定
例
会
は
2
月
6
日（
火
） 18
：
30
〜
大
青
協
見
学
希
望
の
方
は

大
印
工
組
・
平
塚
ま
で

（
０
６

－

６
３
５
３

－

３
０
３
５
）

　

１２
月
５
日
、今
年
最
後
の
大
青
協
定
例
会
は
、

忘
年
会
を
兼
ね
て
本
町
の「
吾
作
ど
ん
」で
行
い
ま

し
た
。

　
ま
ず
は
、山
本
議
長
よ
り
、い
よ
い
よ
開
催
が
近

づ
い
て
き
た「PrintN

ext2018

」の
経
過
報
告

と
、「
開
催
に
あ
た
り
大
青
協
議
員
の
役
割
り
が
増

え
て
い
く
の
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
い
う

激
励
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、広
報・企
画・総
務
か
ら
各
部
会
の
進
捗

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。企
画
か
ら
は
、「
未
来
の
印

刷
大
賞
」の
応
募
進
捗
、「
プ
リ
ネ
ク
カ
ッ
プ
」の
全

国
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
企
画
概
要
と
進
捗
状
況
の
報
告
、

総
務
か
ら
は
当
日
運
用
の
役
割
の
明
確
化
や
招
客

状
況
、招
客
方
法
の
再
確
認
、来
賓
の
方
々
へ
の
対

応
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。各
自
、自
分
の
役

割
り
が
明
確
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、定
例

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、そ
の
ま
ま
忘
年
会
へ
と
移
行
。鍋
料
理

と
新
鮮
な
刺
身
で
皆
さ
ん
の
お
酒
も
進
み
、楽
し

い
忘
年
会
と
な
り
ま
し
た
。締
め
は
、安
平
常
務
理

事
に
ご
挨
拶
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
今
年
度
中

開
催
日
時
／
12
月
5
日（
火
） 

19
時
〜

場　
　
所
／
吾
作
ど
ん

参
加
人
数
／
21
名

の
招
客
数
が
年
始
の
気
持
ち
に
大
き
く
関
係
す
る

の
で
、年
末
ま
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
」と
い
う
お

言
葉
を
い
た
だ
き
、定
例
会・忘
年
会
は
楽
し
く
終

了
し
ま
し
た
。

（
報
告
者  

河
村
浩
治
）
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毎
朝
新
聞
に
目
を
通
し
、テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
で
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
得
る

わ
け
で
す
が
、情
報
源
が
同
じ
で

も
成
功
す
る
人
と
成
功
し
な
い

人
が
い
る
わ
け
で
、成
功
す
る
人

に
な
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
？

筆
者
に
よ
れ
ば
、ラ
イ
バ
ル
を
出

し
抜
く
た
め
に
、特
別
な
情
報
源

は
必
要
な
い
と
い
う
。公
開
情
報

を
し
っ
か
り
読
み
解
く
こ
と
の

方
が
む
し
ろ
大
事
だ
と
い
う
。驚

い
た
の
は
、か
の
有
名
な
諜
報
機

成
功
す
る
人
は
ど
の
よ
う
に

情
報
を
活
用
す
る
の
か

億
万
長
者
の
情
報
整
理
術

加
谷 

珪
一 

著

朝
日
新
聞
出
版 

発
行

関
で
さ
え
も
一
般
に
公
開
さ
れ
て

い
る
情
報
を
分
類
・
整
理
し
て
諜

報
活
動
の
基
礎
と
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
。

成
功
す
る
人
に
な
る
た
め
に
情

報
と
ど
う
付
き
合
え
ば
よ
い
の

か
？
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
書
か

れ
て
い
る
の
で
、ぜ
ひ
読
ん
で
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

投
稿
者
：
久
住 

和
平

ク
ス
ミ
印
刷
有
限
会
社

（
堺
支
部
）

　

大
阪
で
の
年
賀
参
拝
所
は
、国
家
安

寧
、航
海
安
全
、五
穀
豊
穣
の
神
と
し
て

初
詣
の
人
出
は
全
国
で
も
十
指
に
入
る

住
吉
大
社
が
一
番
で
す
。「
一
年
の
計
は
住

よ
っ
さ
ん
に
あ
り
」と
大
阪
市
民
か
ら
親

し
み
を
込
め
て
呼
ば
れ
て
い
る
同
大
社
は
、

正
月
三
が
日
で
2
0
0
万
人
を
超
え
る

参
拝
者
が
よ
き
年
を
迎
え
よ
う
と
祈
願

し
ま
す
。

　

他
に
東
大
阪
で
は
枚
岡
神
社
・石
切

剣
箭
神
社
、堺・泉
南
地
方
で
は
大
鳥
神

社・方
違
神
社
な
ど
が
あ
り
、大
阪
北
部

地
域
で
は
菅
原
道
真
公
を
お
祀
り
す
る

大
阪
天
満
宮
、通
称「
天
神
さ
ん
」は
毎
年

50
〜
60
万
人
の
参
拝
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

道
真
公
は「
東
風
吹
か
ば
匂
い
お
こ
せ

よ
梅
の
花
、主
な
し
と
て
春
を
忘
る
な
」の

句
を
残
し
九
州
の
大
宰
府
に
左
遷
さ
れ
る

道
す
が
ら
こ
の
地
に
立
ち
寄って
い
ま
す
。

　
同
公
の
生
誕
は
、承
和
12
年（
8
4
5
）

６
月
25
日
（
注
：
大
阪
天
神
祭
は
旧
暦

で
は
6
月
25
日
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が

明
治
以
降
新
暦
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ

て
以
来
７
月
25
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
）。

大
宰
府
に
着
任
し
た
の
が
昌
泰
4
年

（
9
0
1
）1
月
25
日
、亡
く
な
っ
た
の
が

延
喜
3
年（
9
0
3
）2
月
25
日
で
、こ
の

天
満
宮
に
お
い
て
も
１
月
25
日
に
初
天
神

梅
花
祭
を
行
って
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
鷽
替
え
神
事
と
い
い
正
直
な
神

様
で
あ
る
天
神
さ
ん
に
過
去
一
年
間
に
自

分
が
つ
い
た
嘘
の
罪
滅
ぼ
し
を
梅
に
縁
の

深
い
鷽
鳥
に
託
し
て
祈
願
す
る
神
事
で

す
。参
詣
者
に
は
鷽
鳥
の
絵
が
描
か
れ
た

お
守
り
袋
が
配
ら
れ
一
年
の
幸
福
に
恵
ま

れ
る
と
い
う
縁
起
を
か
つ
い
だ「
福
玉
ま

き
」な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
天
満
宮
の
門
前
町
と
し
て
発
展
し

て
き
た
商
店
街
が
天
神
橋
筋
商
店
街
で
、

天
神
橋
1
丁
目
か
ら
天
神
橋
6
丁
目
ま

で
南
北
2.6 

km
の
日
本
一
長
い
ア
ー
ケ
ー
ド

商
店
街
で
約
6
0
0
軒
の
飲
食・衣
料・

土
産
物
店
が
建
ち
並
び
ま
す
。

　
一
方
、西
側
に
並
行
し
て
走
る
地
下
鉄

堺
筋
線
の「
南
森
町
駅
」周
辺
の
町
名
は

天
神
橋
2
丁
目
、「
扇
町
駅
」周
辺
が
天

神
橋
4
丁
目
、「
天
神
橋
6
丁
目
駅
」周

辺
が
天
神
橋
6
丁
目
と
、地
下
鉄
2
区

間
分
の
長
さ
を
誇
って
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、こ
の
商
店
街
の
興
り
は
古

く
江
戸
時
代
の
初
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、

承
応
2
年（
1
6
5
3
）大
坂
天
満
宮
表

参
道
と
し
て
青
物
市
場
が
顔
を
見
せ
、寺

町
通
り
、谷
町
筋
に
点
在
す
る
寺
院
の
参

詣
道
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
平
成
15
年（
2
0
0
3
）、上
方
落

語
協
会
会
長
に
就
任
し
た
桂
三
枝（
後
の

6
代
目
桂
文
枝
）は
、当
時
落
語
の
常
設

館
が
大
阪
に
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
日
常
的

に
も
落
語
会
の
催
せ
る
空
き
店
舗
の
提

供
を
商
店
街
に
依
頼
す
る
と
同
時
に
商

店
街
は
こ
の
提
案
を
天
満
宮
に
持
ち
込
ん

だ
結
果
、天
満
宮
隣
接
の
用
地
が
着
目
さ

れ
晴
れ
て
落
語
専
門
の
定
席
小
屋
が
建

設
。そ
の
名
も「
繁
昌
亭
」と
し
て
平
成
18

年
9
月
15
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
昨
年
10
月
よ
り
始
まっ
た
N
H
K

の
朝
ド
ラ｢

わ
ろ
て
ん
か｣

は
吉
本
興
業
の

創
業
者「
吉
本
せ
い
」を
モ
デ
ル
に
し
た
ド

ラ
マ
で
す
が
、「
せ
い
」の
夫
で
船
場
で
荒
物

店
を
営
ん
で
い
た
吉
本
吉
兵
衛（
後
に
泰

三
）が
芸
人
遊
び
に
ふ
け
って
い
た
た
め
廃

業
寸
前
と
な
り
、『
そ
ん
な
に
芸
人
と
遊
ぶ

の
が
よ
い
の
で
し
た
ら
寄
席
で
も
し
はっ
た

ら
ど
な
い
で
す
か
』と
の「
せ
い
」の
ひ
と
声

で
、明
治
45
年
に
天
満
天
神
さ
ん
の
裏
に

あ
っ
た
天
満
八
軒
の
中
の
一
軒
し
ょ
ぼ
く
れ

た
寄
席
を
買
い
取
り
、そ
の
二
階
に
住
み

込
み
、寄
席
の
名
も「
文
芸
館
」と
名
づ
け

こ
ん
な
ボ
ロ
な
寄
席
で
商
売
が
で
き
る
の

か
と
危
ぶ
み
つ
つ
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た

と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

（
本
連
載
第
41
話
詳
説
）（
参
考
：
天
神
橋

筋
商
店
街
史
）

知
っ
て
は
り
ま
っ
か
大
阪
○

連

載

天
満
の
天
神
さ
ん
と
門
前
町

株
式
会
社
松
村
善
進
堂

松
村　
英
二

77

ひ
ら
お
か

こ 

ち

あ
る
じ

お
お
と
り

つ
る
ぎ
やほ

う
ち
が
い

い
し
き
り

（
イ
ラ
ス
ト
筆
者
）

う
そ
か

大阪天満宮表参道楼門



大阪市北区天満1 9 19
Tel:06 6351 7271
Fax:06 6352 7479

大阪
本社

東京都港区浜松町1 2 1
Tel:03 3433 5211
Fax:03 5776 7733

東京
支社

京都市左京区田中下柳1 5日の出ビル202号
Tel:075 706 6061
Fax:075 706 6063

京都
オフィス

URL：http://www.naniwa.com
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「あるぞうくん」を起動し、
専用QRを読み取ってください。

読み取り後、上のイラストに
スマホをかざしてください。

まずはARアプリ「あるぞうくん」を体験しよう！

App Store、Google Playで
「あるぞうくん」を検索して
ダウンロードをしてください。

AR付印刷ツールならNPCにお任せ！！

ダウンロードをします 専用QRを読み込む スマホをかざす
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　公益社団法人日本印刷技術協会（JAGAT）は、「JAGAT
近畿大会2017」を11月29日、太閤園（大阪市都島区）にて
開催した。「印刷ビジネスの可能性を追求する！～アナログと
デジタルの融合による印刷会社の戦略を考える～」をテーマ
に、講演会と懇親パーティーを行い約110名が参加した。
　冒頭、司会（大沢昭博）から本会の趣旨と開催経緯の説
明があり、JAGAT理事 作道孝行氏による開会の挨拶に
よって幕が開けた。次いで、JAGAT近畿大会企画推進メン
バーとして、岡達也氏（あさひ高速印刷㈱）、浦久保康裕氏
（㈱一心社）、網野勝彦氏（㈱研文社）、作道孝行氏（作道印
刷㈱）、安平健一氏（㈱ダイム）、土山雅之氏（土山印刷㈱）
が紹介された。
　講演では、まずJAGAT塚田司郎会長から「印刷の昨日、
今日、明日」と題し、自社変革とマーケティング手法、社会の
構造変化をビジネスチャンスにするためのイノベーションの
重要性を自らの経営視点で紹介した。

　続いて、JAGAT研究調査部担当部長の花房賢より「や
り切る見える化」JAGATからサポートのご提案、同部部長
の藤井建人より「印刷業界最新動向」と題し、最新調査結
果から印刷産業を分析、業界の現状をはじめ近年の傾向、
今後の課題について解説した。
　続く講演では「印刷・マーケティング戦略と法改正の中、
新たなる市場と対策」と題し、フュージョン株式会社代表取
締役会長の花井秀勝氏が、マーケティング視点の戦略、紙
メディア広告の印象強さなど印刷物の豊富な事例を紹介し
ながら解説した。講演総括では、JAGAT専務理事の郡司秀
明から印刷業界におけるマーケティングと顧客支援の重要
性、先見型経営視点、今後の印刷業の取り組むべき方向を
独自の切り口で解説した。
　講演会終了後、情報交換会（懇親パーティー）が開かれ、
参加者相互の親睦、ビジネスヒントの場として活発な交流が
展開された。

（JAGAT近畿大会事務局）

（公社） 日本印刷技術協会（JAGAT）

～アナログとデジタルの融合による印刷会社の戦略を考える～
「JAGAT近畿大会2017」開催

報告

今回ご紹介するのは、大阪でも有数のオオバコ居
酒屋、弁天町駅前・昭和の香り漂う居酒屋「なかも
と」さんです。
知る人ぞ知る店で、ＴＶや「大阪の居酒屋」という本
にも取り上げられています。ＵＳＪ帰りにこの店を
指名して訪れる観光客もいます。
大阪中心地からは少し離れていますが、電車賃
払っても行く価値ありのお店です。
酒屋さん直営なので価格も超良心的でメニューも
豊富。よほどマニアックなお酒でない限り市販のお
酒はほとんどあります。キープボトル「10本目は無
料」というのもリピーターには嬉しいシステムです。
メニューもびっくりするぐらい豊富ですが、私のお

居酒屋「なかもと」
大阪市港区波除3-9-6  TEL.06-6583-1802
http://nakamoto.sake-ten.jp

昭和の香り漂うオオバコ居酒屋

PRI・O グルメレポート

投稿者：髙橋 博之

明星印刷株式会社（東和支部）

すすめは「どて煮」と「おでん豆腐」です。「シメ」もた
くさんあるので食事派も満足できます。
宴会コースも各種豊富で幹事さんも助かりますし、
周囲に飲食店がたくさんあるので二次会の会場探
しも便利で、お一人様から団体さんまでＯＫです。
姉妹店が朝潮橋にあり、こちらはいわゆる酒屋併設
の立飲み屋ですが地下にワイン蔵があり、その気
になればロマネコンティでさえ立飲みできるという
凄いお店です（そんな人いませんけど）。
立飲み屋らしからぬ豊富なメニューで、立飲み派が
大満足の店です。目の前で揚げてくれる自家製ポテ
トチップが出色です。

居酒屋なかもと

立飲み中元商店 地下ワイン蔵の一部

どて煮



（順不同）

新春誌上名刺交換会新春誌上名刺交換会
（順不同）

なにわ支部

西ブロック

天親・生栄・東大阪・八尾南

東 ブロック

南親・摂陽・堺

南 ブロック

北支部・東支部

北 東ブロック

福島・北親支部

北ブロック

東和支部

中 央ブロック

その他 御協賛会社
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（順不同）

新春誌上名刺交換会
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永年勤続優良従業員表彰式
平成３０年度開催中止のお知らせ

　２年ごとに通常総代会と同日開催しております組合員企業対象の「永年勤続優良従業員表彰式」につきまして、
平成３０年度は本来開催年度にあたりますが、役員改選に伴う諸事業のため開催を中止し、平成３１年度より改めて
隔年で開催させていただくこととなりました。
　ご推薦をご予定いただいていた組合員企業の皆さまにはここに深くお詫び申し上げますとともに、ご理解ご了承
賜りますようお願い申し上げます。また開催の際はぜひご推薦賜りますよう重ねてお願い申し上げます。

大印工組事務局

株式会社コンパス
大阪市北区天神西町 7-8〒530-0045
http://www.584.co.jp

引き出しの多い印刷会社です。

お問い合わせ先
大印工組 事務局 TEL.06-6353-3035

〈納入規定〉A4サイズ以下 + 1点 200g以内
※複数枚のDMであってもホチキス止めなどしてあれば、
　1点とみなします。
※内容等によっては、お受けできない場合があります。

PRI・Oの「パケットサービス」
大印工組 広報誌

貴 社 の
D M を 同 封 、
組 合 員 企 業 に
届 け ま す！

約 円60,000税込

発送月の
前月25日までに
貴社DMを
事務局へ納入

大印工組
事務局へ
お申し込み

貴社DMを
PRI・Oに同封

毎月5日ごろ
貴社DMが
組合員企業に到着
※到着日は前後する場合があります。

21～100g ＠200円　 101～200g ＠300円

1点 20gまで  ＠100円 × 組合員数
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（順不同）著名営業案内
（株）NPCコーポレーション

北区天満1-9 -19
TEL.6351-7271
FAX.6352-7479

青 葉 印 刷（株）

都島区中野町2-10-11
TEL.6351-5428
FAX.6351-5299

邨田印刷紙器（株）

福島区鷺洲2-5-30
TEL.6451-1051
FAX.6451-3386

寿 印 刷（株）

西淀川区歌島1-4-4
TEL.6471-3434
FAX.6472-9840

カンナル印刷（株）

淀川区十三本町3-4-23
TEL.6303-7400
FAX.6301-2999

富士精版印刷（株）

淀川区西宮原2-4-33
TEL.6394-1181
FAX.6394-1199

カキモト化工（株）

門真市月出町9-10
TEL.6901-3821
FAX.6905-9248

白石封筒工業（株）

東大阪市高井田中4-1-22
TEL.6789-0018
FAX.6789-0028

キ ハ ラ 工 芸（株）

中央区内淡路町2-1-10 
TEL.6943-7955
FAX.6943-7958

松 本 印 刷（株）

中央区上町1-15-36
TEL.6762-9151
FAX.6762-7292

賛協社レーベル印刷（株）

東成区東中本1-9-4
TEL.6976-0216
FAX.6976-5624

ブラザー印刷（株）

東成区深江南2-8-35
TEL.6972-7781
FAX.6981-0553

サン美術印刷（株）

東成区東今里2-15-30
TEL.6976-0231
FAX.6978-2807

大 兼 印 刷（株）

天王寺区清水谷町15-20
TEL.6762-4131
FAX.6762-5815

（株） 一 心 社

天王寺区大道1-14-15
TEL.6771-1121
FAX.6772-6970

グラフィックアーツ大阪（株）

東大阪市菱屋西6-2-23
TEL.6789-1001
FAX.6789-1009

大阪印刷工業（株）

八尾市若林町2-114
TEL.072-949-3777
FAX.072-949-6843

（株）美 生 社

西成区出城1-7-4
TEL.6647-8555
FAX.6647-3176

（株）ケーエスアイ

西成区南津守7-15-16
TEL.6652-8000
FAX.6652-8894

奥 村 印 刷（株）

阿倍野区王子町1-11-17
TEL.6624-8111
FAX.6624-1773

岩 岡 印 刷（株）

住之江区中加賀屋4-2-10
TEL.6685-5221
FAX.6685-5634

昌 和 印 刷（株）

平野区瓜破南2-4-138
TEL.6707-1051
FAX.6790-4072

ウ エ ノ（株）

淀川区西中島7-4-17
TEL.6301-1555
FAX.6301-1557

www.sansei-int.co.jp

〒550-0015
大阪市西区南堀江1-1-14  四ツ橋中埜ビル6階
TEL（06）6532-8811

株式会社サンセイ
四ツ橋オフィス
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たゆまぬ研究と品質管理で
高品質な製品をお届けします

高性能ＵＶ印刷用インキローラ

ゴムローラのインキ転移性とゴム劣化性を従来品より大幅に
改善することにより、高品質な印刷物が安定して得られます。
また長期間使用できますのでコスト削減も可能です。

アバントＵＶシリーズ

大阪市中央区備後町1丁目4番9号 シークスビル1階 〒541-0051
ＴＥＬ.06-6224-0533　ＦＡＸ.06-6224-0733

労務
相談 【ストレスチェックについて】【残業時間】【就業規則】等

1／22（月）、2／8（木）、2／22（木）

【消 費 税】【税　金】等
2／8（木）、3／22（木）税務

相談

法律
相談

お申し込み・お問い合わせ
大印工組事務局

◉労務相談（10：00～12：00、13：00～16：00）
　50分／1人、 先着5名／各開催日
　申込締切：開催日の１週間前

◉税務・法律相談（13：00～17：00）
　60分／1人、 先着4名／各開催日
　申込締切：開催日の２日前

大阪印刷会館にて開催
予約制

TEL.０６-６３５３-３０３５
info@osaka-pia.or.jp

各種相談のご案内無料！
ぜひともご利 用ください！

労務顧問の中尾文彦先生にご相談ください。

税務顧問の森田昌宏先生にご相談ください。

【版　権】【著 作 権】【Ｍ＆Ａ】等
1／24（水）、2／21（水）、3／28（水）
法律顧問の佐古祐二先生にご相談ください。




